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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動通信システム内で、複数のキャリアを用いて、ユーザ装置と無線通信する基地局装
置であって、
　前記ユーザ装置に対して、前記複数のキャリアを用いた同時通信を行うように指示する
ように構成されている同時通信指示部を具備し、
　前記同時通信指示部は、前記ユーザ装置との間における各キャリアのパスロスの差分に
基づいて、前記複数のキャリアを用いた同時通信を行うように指示するか否かについて決
定するように構成されていることを特徴とする基地局装置。
【請求項２】
　前記パスロスは、前記ユーザ装置より通知されることを特徴とする請求項１に記載の基
地局装置。
【請求項３】
　前記同時通信指示部は、RRCメッセージにより、セカンダリキャリアを設定することに
より、前記複数のキャリアを用いた同時通信を行うように指示し、セカンダリキャリアを
削除することにより、前記複数のキャリアを用いた同時通信を行わないように指示するよ
うに構成されていることを特徴とする請求項１に記載の基地局装置。
【請求項４】
　前記同時通信指示部は、MAC layerの制御信号を用いて、セカンダリキャリアを有効化
することにより、前記複数のキャリアを用いた同時通信を行うように指示し、セカンダリ
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キャリアを無効化することにより、前記複数のキャリアを用いた同時通信を行わないよう
に指示するように構成されていることを特徴とする請求項１に記載の基地局装置。
【請求項５】
　移動通信システム内で、複数のキャリアを用いて、ユーザ装置と基地局装置との間で無
線通信を行う移動通信方法であって、
　前記ユーザ装置に対して、前記複数のキャリアを用いた同時通信を行うように指示する
工程を有し、
　前記工程において、前記ユーザ装置との間における各キャリアのパスロスの差分に基づ
いて、前記複数のキャリアを用いた同時通信を行うように指示するか否かについて決定す
ることを特徴とする移動通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信の技術分野に関連し、特に、次世代移動通信技術を用いる移動通信
システムにおける基地局装置及び移動通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　広帯域符号分割多重接続（ＷＣＤＭＡ：Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏ
ｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　Ａｃｃｅｓｓ）方式や、高速下りリンクパケットアクセ
ス（ＨＳＤＰＡ：Ｈｉｇｈ-Ｓｐｅｅｄ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓ
ｓ）方式や、高速上りリンクパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ：Ｈｉｇｈ-Ｓｐｅｅｄ　Ｕ
ｐｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ）方式等の後継となる通信方式、すなわち、ロ
ングタームエボリューション（ＬＴＥ：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）方式
が、ＷＣＤＭＡの標準化団体３ＧＰＰで検討され、仕様化作業が進められている。
【０００３】
　ＬＴＥ方式での無線アクセス方式として、下りリンクについては直交周波数分割多重接
続（ＯＦＤＭＡ：Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕ
ｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　Ａｃｃｅｓｓ）方式が規定され、上りリンクについてはシングル
キャリア周波数分割多重接続（ＳＣ-ＦＤＭＡ：Ｓｉｎｇｌｅ-Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｆｒｅｑ
ｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）方式が規定されてい
る。
【０００４】
　ＯＦＤＭＡ方式は、周波数帯域を複数の狭い周波数帯域（サブキャリア）に分割し、各
サブキャリアにデータを載せて伝送を行うマルチキャリア伝送方式である。ＯＦＤＭＡ方
式によれば、サブキャリアを周波数軸上に直交させながら密に並べることで高速伝送を実
現し、周波数の利用効率を上げることが期待できる。
【０００５】
　ＳＣ-ＦＤＭＡ方式は、周波数帯域をユーザ装置毎に分割し、複数のユーザ装置間で異
なる周波数帯域を用いて伝送するシングルキャリア伝送方式である。ＳＣ-ＦＤＭＡ方式
によれば、ユーザ装置間の干渉を簡易且つ効果的に低減することができることに加えて送
信電力の変動を小さくできるので、ＳＣ-ＦＤＭＡ方式は、ユーザ装置の低消費電力化及
びカバレッジの拡大等の観点から好ましい。
【０００６】
　ＬＴＥ方式では、下りリンク及び上りリンクの両方において、ユーザ装置に対して１つ
以上のリソースブロック（ＲＢ：Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）が割り当てられて通信
が行われる。
【０００７】
　基地局装置は、サブフレーム（ＬＴＥ方式では、１ｍｓ）毎に、複数のユーザ装置の中
で、どのユーザ装置に対してリソースブロックを割り当てるかについて決定する（かかる
プロセスは「スケジューリング」と呼ばれる）。
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【０００８】
　下りリンクにおいては、基地局装置が、スケジューリングで選択されたユーザ装置に対
して、１以上のリソースブロックを用いて共有チャネル信号を送信し、上りリンクにおい
ては、スケジューリングで選択されたユーザ装置が、基地局装置に対して、１以上のリソ
ースブロックを用いて共有チャネル信号を送信する。
【０００９】
　なお、かかる共有チャネル信号は、上りリンクにおいては、ＰＵＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃ
ａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）上の信号であり、下りリンクにお
いては、ＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎ
ｅｌ）上の信号である。
【００１０】
　また、ＬＴＥ方式の後継の通信方式として、ＬＴＥ-ａｄｖａｎｃｅｄ方式が、３ＧＰ
Ｐで検討されている。
【００１１】
　ＬＴＥ-ａｄｖａｎｃｅｄ方式では、その要求条件として、「Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇ
ａｒｅｇａｔｉｏｎ（キャリアアグリゲーション）」を行うことが合意されている。ここ
で、「Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ」とは、複数のキャリアを用いて同時に
通信を行うことを意味する。
【００１２】
　例えば、上りリンクにおいて「Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ」が行われる
場合、ユーザ装置は、Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ毎に異なるキャリアを用いて
送信を行うため、複数のキャリアを用いて上りリンク信号を送信する。
【００１３】
　また、下りリンクにおいて「Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ」が行われる場
合、基地局装置は、Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ毎に異なるキャリアを用いて送
信を行うため、複数のキャリアを用いて下りリンク信号を送信する。
【００１４】
　ところで、上りリンクの周波数と下りリンクの周波数とが異なるＦＤＤ（Ｆｒｅｑｕｅ
ｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ）方式の通信システムでは、ユーザ装置は、Ｄ
ｕｐｌｅｘｅｒと呼ばれるデバイスを有する。
【００１５】
　かかるＤｕｐｌｅｘｅｒとは、ＦＤＤ方式の無線機において、アンテナを共用する部品
であり、アンテナ共用器や分波器と呼ばれることもある。
【００１６】
　一般に、送信及び受信を同時に行うＦＤＤ方式の無線機においては、送信アンテナ及び
受信アンテナを１本のアンテナで共用した場合、強力な送信波が受信機に流入し、受信品
質を劣化させるという問題が存在する。
【００１７】
　Ｄｕｐｌｅｘｅｒは、送信波の不要な部分の次段回路への伝播を防ぎ、受信機への流入
による受信品質の劣化を回避し、また、当該不要波を、アンテナを通じて空間に放射しな
いため、さらには希望する周波数の信号だけを取り出すためのデバイスであり、送信経路
と受信経路とを電気的に分離する機能を有する。
【００１８】
　より具体的には、Ｄｕｐｌｅｘｅｒは、２つの異なる周波数帯域を持つフィルタを１つ
の端子（アンテナ端子）で共有することで、上述の機能を実現する。
【００１９】
　図５に、かかるＤｕｐｌｅｘｅｒのイメージ図を示す。
【００２０】
　しかしながら、上述した従来の移動通信システムには、以下のような問題点がある。
【００２１】
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　上述したように、ＬＴＥ-Ａｄｖａｎｃｅｄ方式では、「Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅ
ｇａｔｉｏｎ」が行われる。
【００２２】
　この場合、上述した、送信信号が受信信号の品質を劣化させるという問題が生じる場合
が存在する。
【００２３】
　例えば、図６に、「Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ」を行った場合の、ユー
ザ装置による上りリンクにおける送信及び下りリンクにおける受信の様子について示す。
【００２４】
　図６に示すように、ユーザ装置内の第２キャリアのＤｕｐｌｅｘｅｒが、第１キャリア
の下りリンクの周波数帯域を考慮していない場合、当該ユーザ装置において第２キャリア
における上りリンク信号の送信と第１キャリアにおける下りリンク信号の受信とが同時に
行われた場合、第２キャリアにおける上りリンク信号は、第１キャリアにおける下りリン
ク信号の受信品質を劣化させるという問題が存在する。
【発明の概要】
【００２５】
　そこで、本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、マルチキャリア伝送を行
う場合に、下りリンク信号の劣化を低減することのできる基地局装置及び移動通信方法を
提供することを目的とする。
【００２６】
　本発明の第１の特徴は、移動通信システム内で、複数のキャリアを用いて、ユーザ装置
と無線通信する基地局装置であって、前記ユーザ装置に対して、前記複数のキャリアを用
いた同時通信を行うように指示するように構成されている同時通信指示部を具備し、前記
同時通信指示部は、前記ユーザ装置における各キャリアのパスロスの差分に基づいて、前
記複数のキャリアを用いた同時通信を行うように指示するか否かについて決定するように
構成されていることを要旨とする。
【００２７】
　本発明の第２の特徴は、移動通信システム内で、複数のキャリアを用いて、ユーザ装置
と基地局装置との間で無線通信を行う移動通信方法であって、前記ユーザ装置に対して、
前記複数のキャリアを用いた同時通信を行うように指示する工程を有し、前記工程におい
て、前記ユーザ装置における各キャリアとの間のパスロスの差分に基づいて、前記複数の
キャリアを用いた同時通信を行うように指示するか否かについて決定することを要旨とす
る。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の第１実施形態に係る移動通信システムの全体構成図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係る基地局装置の機能ブロック図である。
【図３】本発明の第１実施形態に係るユーザ装置の機能ブロック図である。
【図４】本発明の第１実施形態に係る移動通信システムの動作を示すシーケンス図である
。
【図５】従来の係る移動通信システムの問題点を説明するための図である。
【図６】従来の係る移動通信システムの問題点を説明するための図である。
【図７】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムにおいて移動局によるＣａｒｒ
ｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎのＣａｐａｂｉｌｉｔｙの通知方法を説明するための図
である。
【図８】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムにおいて移動局によるＣａｒｒ
ｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎのＣａｐａｂｉｌｉｔｙの通知方法を説明するための図
である。
【図９】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムにおいて移動局によって通知さ
れる同時に通信可能なキャリアの情報等の通知方法を説明するための図である。
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【図１０】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムにおいて移動局によって通知
される同時に通信可能なキャリアの情報等の通知方法を説明するための図である。
【図１１】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作を示すフローチャート
である。
【図１２】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作を示すフローチャート
である。
【図１３】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作を示すフローチャート
である。
【図１４】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作を示すフローチャート
である。
【図１５】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作を示すフローチャート
である。
【図１６】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作を示すフローチャート
である。
【図１７】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作を示すフローチャート
である。
【図１８】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作を示すフローチャート
である。
【図１９】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作を示すフローチャート
である。
【図２０】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作を示すフローチャート
である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの構成）
　 図１乃至図３を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの構成に
ついて説明する。
【００３０】
　 本実施形態に係る移動通信システムは、ＬＴＥ-ａｄｖｅｎｃｅｄ方式の移動通信シス
テムであり、上述の「Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇａｒｅｇａｔｉｏｎ」が適用可能であるよ
うに構成されている。
【００３１】
　 本実施形態に係る移動通信システムでは、複数のキャリア（周波数バンド）を用いて
、例えば、図６に示すように、第１キャリア及び第２キャリアを用いて、ユーザ装置ＵＥ
と基地局装置ｅＮＢとの間で無線通信が行われるように構成されている。
【００３２】
　 なお、本明細書では、第１キャリアの下りリンク信号と第２キャリアにおける上りリ
ンク信号とが互いに干渉し合うケースを例に挙げて説明する。すなわち、本明細書の例に
おいては、第２キャリアにおける上りリンク信号は、第１キャリアの下りリンク信号に対
して、干渉を与える。本発明は、かかるケース以外のケースにも適用可能である。例えば
、本発明は、３以上のキャリアが存在しており、複数のキャリア間で互いに干渉し合うケ
ースにも適用可能である。
【００３３】
　 また、図６に示す第１キャリア及び第２キャリアの周波数方向の位置関係は一例であ
り、図６に示す以外の周波数方向の位置関係であってもよい。
【００３４】
　 また、本実施形態に係る移動通信システムでは、第１キャリアにおける上りリンク信
号は、第１キャリアにおける下り信号や第２キャリアにおける下り信号に対しては干渉の
影響を与えないものとする。
【００３５】
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　 本実施形態に係る移動通信システムでは、図１に示すように、上りリンクにおいて、
例えば、物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　
Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）上で制御信号が送信され、物理上りリンク共有チャネ
ル（ＰＵＳＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）上
でデータ信号が送信されるように構成されている。
【００３６】
　 また、本実施形態に係る移動通信システムでは、図１に示すように、例えば、下りリ
ンクにおいて、物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎ
ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）上で制御信号が送信され、物理下りリンク
共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈ
ａｎｎｅｌ）上でデータ信号が送信されるように構成されている。
【００３７】
　 図２に示すように、本実施形態に係る基地局装置ｅＮＢは、下りリンクリソース割り
当て部１１と、上りリンクリソース割り当て部１２と、制御信号受信部１３と、同時通信
指示部１４と、下りリンク信号送信部１５と、上りリンク送信指示部１６と、上りリンク
信号受信部１７と、測定（メジャメント）指示部１８とを具備している。
【００３８】
　 下りリンクリソース割り当て部１１は、ユーザ装置ＵＥに対して、下りリンク信号の
ための無線リソースを割り当てるように構成されている。
【００３９】
　 なお、下りリンクリソース割り当て部１１により割り当てられた、前記下りリンク信
号のための無線リソースは、物理レイヤ、ＭＡＣレイヤ又はＲＲＣレイヤのシグナリング
により、ユーザ装置ＵＥに対して通知されてもよい。
【００４０】
　 ここで、下りリンク信号は、下りリンクの共有チャネル信号、下りリンクのデータチ
ャネル信号、下りリンクの制御チャネル信号、上りリンクの送信を指示する下りリンクの
制御信号、下りリンクの送信を通知する下りリンクの制御信号、上りリンクの共有チャネ
ル信号の送達確認情報、Ｓｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇが適用
される下りリンク信号、Ｓｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇが適用
される上りリンクの信号の送達確認情報、ページング信号、個別制御チャネル（ＤＣＣＨ
：Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＤＣＣＨ））の少なくとも１
つであってもよい。
【００４１】
　 より具体的には、下りリンクリソース割り当て部１１は、第２キャリアにおいて、下
りリンクの共有チャネル信号又は下りリンクのデータチャネル信号のための無線リソース
を割り当てるように構成されていてもよい。
【００４２】
　 ここで、第２キャリアにおいて、下りリンクの制御チャネル信号のための無線リソー
スを割り当てるとは、第２キャリアにおいて、下りリンクの共有チャネル信号又は下りリ
ンクのデータチャネル信号を送信するという意味であってもよい。
【００４３】
　 この場合、第１キャリア及び第２キャリアを用いてユーザ装置ＵＥと基地局装置ｅＮ
Ｂとの間で無線通信が行われる場合にも、下りリンクの共有チャネル信号又は下りリンク
のデータチャネル信号は、第２キャリアで送信される。
【００４４】
　 より具体的には、下りリンクリソース割り当て部１１は、第２キャリアにおいて、下
りリンクの制御チャネル信号（ＰＤＣＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）のための無線リソースを割り当てるように構成されていて
もよい。ここで、第２キャリアにおいて、下りリンクの制御チャネル信号のための無線リ
ソースを割り当てるとは、第２キャリアにおいて、下りリンクの制御チャネル信号を送信
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するという意味であってもよい。この場合、第１キャリアと第２キャリアを用いてユーザ
装置ＵＥと基地局装置ｅＮＢとの間で無線通信が行われる場合にも、下りリンクの制御チ
ャネル信号は、第２キャリアで送信される。尚、前記下りリンクの制御チャネル信号には
、上りリンクの送信を指示する下りリンクの制御信号または下りリンクの送信を通知する
下りリンクの制御信号が含まれてもよい。
【００４５】
　 より具体的には、下りリンクリソース割り当て部１１は、第２キャリアにおいて、上
りリンクの共有チャネル信号の送達確認情報のための無線リソースを割り当てるように構
成されていてもよい。
【００４６】
　 ここで、第２キャリアにおいて、上りリンクの共有チャネル信号の送達確認情報のた
めの無線リソースを割り当てるとは、第２キャリアにおいて、上りリンクの共有チャネル
信号の送達確認情報を送信するという意味であってもよい。
【００４７】
　 この場合、第１キャリア及び第２キャリアを用いてユーザ装置ＵＥと基地局装置ｅＮ
Ｂとの間で無線通信が行われる場合にも、上りリンクの共有チャネル信号の送達確認情報
は、第２キャリアで送信される。
【００４８】
　 より具体的には、下りリンクリソース割り当て部１１は、第２キャリアにおいて、Ｓ
ｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇが適用される下りリンク信号のた
めの無線リソースを割り当てるように構成されていてもよい。
【００４９】
　 ここで、第２キャリアにおいて、Ｓｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉ
ｎｇが適用される下りリンク信号のための無線リソースを割り当てるとは、第２キャリア
において、Ｓｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇが適用される下りリ
ンク信号を送信するという意味であってもよい。
【００５０】
　 この場合、第１キャリア及び第２キャリアを用いてユーザ装置ＵＥと基地局装置ｅＮ
Ｂとの間で無線通信が行われる場合にも、Ｓｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄ
ｕｌｉｎｇが適用される下りリンク信号は、第２キャリアで送信される。
【００５１】
　 より具体的には、下りリンクリソース割り当て部１１は、第２キャリアにおいて、Ｓ
ｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇが適用される上りリンクの信号の
送達確認情報のための無線リソースを割り当てるように構成されていてもよい。
【００５２】
　 ここで、第２キャリアにおいて、Ｓｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉ
ｎｇが適用される上りリンクの信号の送達確認情報のための無線リソースを割り当てると
は、第２キャリアにおいて、Ｓｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇが
適用される上りリンクの信号の送達確認情報を送信するという意味であってもよい。
【００５３】
　 この場合、第１キャリア及び第２キャリアを用いてユーザ装置ＵＥと基地局装置ｅＮ
Ｂとの間で無線通信が行われる場合にも、Ｓｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄ
ｕｌｉｎｇが適用される上りリンクの信号の送達確認情報は、第２キャリアで送信される
。
【００５４】
　 より具体的には、下りリンクリソース割り当て部１１は、第２キャリアにおいて、ペ
ージング信号のための無線リソースを割り当てるように構成されていてもよい。
【００５５】
　 ここで、第２キャリアにおいて、ページング信号のための無線リソースを割り当てる
とは、第２キャリアにおいて、ページング信号を送信するという意味であってもよい。
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【００５６】
　 この場合、第１キャリア及び第２キャリアを用いてユーザ装置ＵＥと基地局装置ｅＮ
Ｂとの間で無線通信が行われる場合にも、ページング信号は、第２キャリアで送信される
。
【００５７】
　 より具体的には、下りリンクリソース割り当て部１１は、第２キャリアにおいて、個
別制御チャネル（ＤＣＣＨ：Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ（Ｄ
ＣＣＨ））のための無線リソースを割り当てるように構成されていてもよい。
【００５８】
　 ここで、第２キャリアにおいて、個別制御チャネルのための無線リソースを割り当て
るとは、第２キャリアにおいて、個別制御チャネルを送信するという意味であってもよい
。
【００５９】
　 この場合、第１キャリア及び第２キャリアを用いてユーザ装置ＵＥと基地局装置ｅＮ
Ｂとの間で無線通信が行われる場合にも、個別制御チャネルは、第２キャリアで送信され
る。
【００６０】
　 上述したように、下りリンク信号の無線リソースを、第２キャリアの上りリンク信号
からの悪影響を受けない第２キャリアにおいて割り当てることにより、第２キャリアの上
りリンク信号が、第１キャリアの下りリンク信号の受信特性を劣化させるという問題を回
避することが可能となる。
【００６１】
また、例えば、下りリンクリソース割り当て部１１は、第１キャリア及び第２キャリアの
同時通信を行うことができるユーザ装置ＵＥ（すなわち、「Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅ
ｇａｔｉｏｎ」の「Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ（能力）」を有するユーザ装置ＵＥ）に対して
、第２キャリアにおいて下りリンク信号のための無線リソースを割り当てるように構成さ
れており、第１キャリア及び第２キャリアの同時通信を行うことができないユーザ装置Ｕ
Ｅ（すなわち、「Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ」の「Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ
（能力）」を持たないユーザ装置ＵＥ）に対して、第１キャリアにおいて下りリンクの信
号のための無線リソースを割り当てるように構成されていてもよい。
【００６２】
　 なお、前記Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎのＣａｐａｂｉｌｉｔｙは、ユ
ーザ装置ＵＥから通知されてもよい。この場合、前記Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔ
ｉｏｎのＣａｐａｂｉｌｉｔｙは、ユーザ装置ＵＥから制御信号受信部１３経由で下りリ
ンクリソース割り当て部１１に通知されてもよい。
【００６３】
　本実施形態に係る移動通信システムは、ＬＴＥ-ａｄｖｅｎｃｅｄ方式の移動通信シス
テムであり、上述の「Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ」が適用可能であるよう
に構成されている。
【００６４】
　　 より具体的には、下りリンクリソース割り当て部１１は、第１キャリア及び第２キ
ャリアの同時通信を行うことができるユーザ装置ＵＥ（すなわち、「Ｃａｒｒｉｅｒ　ａ
ｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ」の「Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ（能力）」を有するユーザ装置ＵＥ）
に対して、第２キャリアにおいて、下りリンクの制御チャネル信号（ＰＤＣＣＨ：Ｐｈｙ
ｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）のための無線リソー
スを割り当てるように構成され、第１キャリア及び第２キャリアの同時通信を行うことが
できないユーザ装置ＵＥ（すなわち、「Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ」の「
Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ（能力）」を持たないユーザ装置ＵＥ）に対して、第１キャリアに
おいて、下りリンクの制御チャネル信号（ＰＤＣＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉ
ｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）のための無線リソースを割り当てるように構成
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されていてもよい。
【００６５】
　 なお、上述した例では、下りリンクの制御チャネル信号に関して、ユーザ装置ＵＥが
第１キャリア及び第２キャリアの同時通信を行うことができるか否かに基づいて、第１キ
ャリアにおいてその無線リソースを割り当てるか、第２キャリアにおいてその無線リソー
スを割り当てるかを決定したが、代わりに、下りリンクの共有チャネル信号、下りリンク
のデータチャネル信号、上りリンクの送信を指示する下りリンクの制御信号、下りリンク
の送信を通知する下りリンクの制御信号、上りリンクの共有チャネル信号の送達確認情報
、Ｓｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇが適用される下りリンク信号
、Ｓｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇが適用される上りリンクの信
号の送達確認情報、ページング信号、又は、個別制御チャネルに関して、同様の処理が行
われてもよい。
【００６６】
　 或いは、下りリンクリソース割り当て部１１は、制御信号受信部１３より受信した、
第１キャリア及び第２キャリアの上りリンクの送信の可否に関する情報に基づいて、どの
キャリアにおいて下りリンク信号のための無線リソースを割り当てるかを決定するように
構成されていてもよい。
【００６７】
　 例えば、下りリンクリソース割り当て部１１は、第１キャリアの上りリンクの送信が
可能であり、第２キャリアの上りリンクの送信が不可能であるユーザ装置ＵＥに対して、
第１キャリアにおいて下りリンク信号のための無線リソースを割り当てるように構成され
ており、第１キャリアの上りリンクの送信が不可能であり、第２キャリアの上りリンクの
送信が可能であるユーザ装置ＵＥに対して、第２キャリアにおいて下りリンクの信号のた
めの無線リソースを割り当てるように構成されていてもよい。
【００６８】
　 また、下りリンクリソース割り当て部１１は、第１キャリアの上りリンクの送信が可
能であり、かつ、第２キャリアの上りリンクの送信が可能であるユーザ装置ＵＥに対して
、第２キャリアにおいて下りリンク信号のための無線リソースを割り当てるように構成さ
れていてもよい。
【００６９】
　 或いは、下りリンクリソース割り当て部１１は、同時通信指示部１４より受信した、
複数のキャリアを用いた同時通信を行うか否かに関する情報に基づいて、どのキャリアに
おいて下りリンク信号のための無線リソースを割り当てるかを決定するように構成されて
いてもよい。
【００７０】
　 例えば、下りリンクリソース割り当て部１１は、複数のキャリアを用いた同時通信を
行うユーザ装置ＵＥに対して、第２キャリアにおいて下りリンク信号のための無線リソー
スを割り当てるように構成されており、複数のキャリアを用いた同時通信を行わないユー
ザ装置ＵＥに対して、第１キャリアにおいて下りリンクの信号のための無線リソースを割
り当てるように構成されていてもよい。なお、下りリンクリソース割り当て部１１は、第
１キャリアを「アンカーキャリア（Ａｎｃｈｏｒ　Ｃａｒｒｉｅｒ）」として設定するこ
とによって、第１キャリアにおいて下りリンク信号のための無線リソースを割り当て、第
２キャリアを「アンカーキャリア（Ａｎｃｈｏｒ　Ｃａｒｒｉｅｒ）」として設定するこ
とによって、第２キャリアにおいて下りリンク信号のための無線リソースを割り当てるよ
うに構成されていてもよい。
【００７１】
　 ここで、前記アンカーキャリアとは、下りリンクの制御チャネル信号が送信されるキ
ャリアという定義であってもよいし、上りリンクの送信を指示する下りリンクの制御信号
が送信されるキャリアという定義であってもよいし、下りリンクの送信を通知する下りリ
ンクの制御信号が送信されるキャリアという定義であってもよいし、上りリンクの共有チ
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ャネル信号の送達確認情報が送信されるキャリアという定義であってもよいし、Ｓｅｍｉ
-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇが適用される下りリンク信号が送信され
るキャリアという定義であってもよいし、Ｓｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄ
ｕｌｉｎｇが適用される上りリンクの信号の送達確認情報が送信されるキャリアという定
義であってもよいし、ページング信号が送信されるキャリアという定義であってもよいし
、個別制御チャネル（ＤＣＣＨ：Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ
（ＤＣＣＨ））が送信されるキャリアという定義であってもよい。
【００７２】
　 或いは、前記アンカーキャリアとは、測定（メジャメント）が行われるキャリアとい
う定義であってもよい。或いは、アンカーキャリアの定義は、上述した定義の組み合わせ
により定義されてもよい。
【００７３】
　 ここで、上記ＤＣＣＨには、「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ（測定報告）
」や、「Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｍｍａｎｄ（ハンドオーバ指示信号）」や、「Ｈａｎｄ
ｏｖｅｒ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ（ハンドオーバ完了信号）」が含まれていてもよい。
【００７４】
　 「アンカーキャリア」は、「メインキャリア（Ｍａｉｎ　Ｃａｒｒｉｅｒ）」と呼ば
れてもよい。
　或いは、前記アンカーキャリアは、Primary Carrier(プライマリキャリア)と呼ばれて
もよい。また、前記Primary Carrierにおけるサービングセルは、Primary Cell (Pcell, 
プライマリセル)と呼ばれてもよい。すなわち、下りリンクリソース割り当て部１１は、
第２キャリアをプライマリキャリアとして設定するように構成されていてもよい。この場
合、第２キャリアの上りリンク信号からの悪影響を受けない第２キャリアをプライマリキ
ャリアと設定することにより、第２キャリアの上りリンク信号が、第１キャリアの下りリ
ンク信号の受信特性を劣化させるという問題を回避することが可能となる。
【００７５】
 或いは、下りリンクリソース割り当て部１１は、第１キャリア及び第２キャリアの同時
通信を行うことができるユーザ装置ＵＥ（すなわち、「Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇａｒｅｇ
ａｔｉｏｎ」の「Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ（能力）」を有するユーザ装置ＵＥ）に対して、
第２キャリアをプライマリキャリアとして設定するように構成されており、第１キャリア
及び第２キャリアの同時通信を行うことができないユーザ装置ＵＥ（すなわち、「Ｃａｒ
ｒｉｅｒ　ａｇｇａｒｅｇａｔｉｏｎ」の「Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ（能力）」を持たない
ユーザ装置ＵＥ）に対して、第１キャリアでの通信を設定するように構成されていてもよ
い。
【００７６】
 或いは、下りリンクリソース割り当て部１１は、制御信号受信部１３より受信した、第
１キャリア及び第２キャリアの上りリンクの送信の可否に関する情報に基づいて、どのキ
ャリアをプライマリキャリアとして設定するかを決定するように構成されていてもよい。
【００７７】
 例えば、下りリンクリソース割り当て部１１は、第１キャリアの上りリンクの送信が可
能であり、第２キャリアの上りリンクの送信が不可能であるユーザ装置ＵＥに対して、第
１キャリアをプライマリキャリアとして設定するように構成されており、第１キャリアの
上りリンクの送信が不可能であり、第２キャリアの上りリンクの送信が可能であるユーザ
装置ＵＥに対して、第２キャリアをプライマリキャリアとして設定するように構成されて
いてもよい。
【００７８】
 また、下りリンクリソース割り当て部１１は、第１キャリアの上りリンクの送信が可能
であり、かつ、第２キャリアの上りリンクの送信が可能であるユーザ装置ＵＥに対して、
第２キャリアをプライマリキャリアとして設定するように構成されていてもよい。
【００７９】
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 或いは、下りリンクリソース割り当て部１１は、同時通信指示部１４より受信した、複
数のキャリアを用いた同時通信を行うか否かに関する情報に基づいて、どのキャリアをプ
ライマリキャリアとして設定するかを決定するように構成されていてもよい。
【００８０】
 例えば、下りリンクリソース割り当て部１１は、複数のキャリアを用いた同時通信を行
うユーザ装置ＵＥに対して、第２キャリアをプライマリキャリアとして設定するように構
成されており、複数のキャリアを用いた同時通信を行わないユーザ装置ＵＥに対して、第
１キャリアをプライマリキャリアとして設定するように構成されていてもよい。
【００８１】
　上りリンクリソース割り当て部１２は、ユーザ装置ＵＥに対して、上りリンク信号のた
めの無線リソースを割り当てるように構成されている。
【００８２】
　なお、上りリンクリソース割り当て部１２により割り当てられた、前記上りリンク信号
のための無線リソースは、物理レイヤ、ＭＡＣレイヤ又はＲＲＣレイヤのシグナリングに
より、ユーザ装置ＵＥに対して通知されてもよい。ここで、上りリンク信号は、上りリン
クの共有チャネル信号、上りリンクのデータチャネル信号、上りリンクの制御チャネル信
号、下りリンクのチャネル状態を通知する制御信号、下りリンクの共有チャネル信号の送
達確認情報、スケジューリングリクエスト、サウンディング用のリファレンス信号、ラン
ダムアクセスチャネル信号、Ｓｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇが
適用される上りリンク信号、Ｓｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇが
適用される下りリンク信号の送達確認情報、個別制御チャネル（ＤＣＣＨ：Ｄｅｄｉｃａ
ｔｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）の少なくとも１つであってもよい。
【００８３】
　より具体的には、上りリンクリソース割り当て部１２は、第１キャリアにおいて、上り
リンクの共有チャネル信号または上りリンクのデータチャネル信号のための無線リソース
を割り当てるように構成されていてもよい。
【００８４】
　ここで、第１キャリアにおいて、上りリンクの共有チャネル信号または上りリンクのデ
ータチャネル信号のための無線リソースを割り当てるとは、ユーザ装置ＵＥに対して、第
１キャリアにおいて上りリンクの共有チャネル信号又は上りリンクのデータチャネル信号
を送信することを指示するという意味であってもよい。
【００８５】
　この場合、第１キャリア及び第２キャリアを用いてユーザ装置ＵＥと基地局装置ｅＮＢ
との間で無線通信が行われる場合にも、上りリンクの共有チャネル信号または上りリンク
のデータチャネル信号は、第１キャリアで送信される。
【００８６】
　或いは、より具体的には、上りリンクリソース割り当て部１２は、第１キャリアにおい
て、上りリンクの制御チャネル信号のための無線リソースを割り当てるように構成されて
いてもよい。
【００８７】
　ここで、第１キャリアにおいて、上りリンクの制御チャネル信号のための無線リソース
を割り当てるとは、ユーザ装置ＵＥに対して、第１キャリアにおいて上りリンクの制御チ
ャネル信号を送信することを指示するという意味であってもよい。
【００８８】
　この場合、第１キャリア及び第２キャリアを用いてユーザ装置ＵＥと基地局装置ｅＮＢ
との間で無線通信が行われる場合にも、上りリンクの制御チャネル信号は、第１キャリア
で送信される。
【００８９】
　ここで、前記上りリンクの制御チャネル信号には、下りリンクのチャネル状態を通知す
る制御信号や、下りリンクの共有チャネル信号の送達確認情報、スケジューリングリクエ
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スト、Ｓｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇが適用される下りリンク
信号の送達確認情報の少なくとも１つが含まれてもよい。
【００９０】
　或いは、より具体的には、上りリンクリソース割り当て部１２は、第１キャリアにおい
て、サウンディング用のリファレンス信号のための無線リソースを割り当てるように構成
されていてもよい。
【００９１】
　ここで、第１キャリアにおいて、サウンディング用のリファレンス信号のための無線リ
ソースを割り当てるとは、ユーザ装置ＵＥに対して、第１キャリアにおいてサウンディン
グ用のリファレンス信号を送信することを指示するという意味であってもよい。
【００９２】
　この場合、第１キャリア及び２キャリアを用いてユーザ装置ＵＥと基地局装置ｅＮＢと
の間で無線通信が行われる場合にも、サウンディング用のリファレンス信号は、第１キャ
リアで送信される。
【００９３】
　或いは、より具体的には、上りリンクリソース割り当て部１２は、第１キャリアにおい
て、ランダムアクセスチャネル信号のための無線リソースを割り当てるように構成されて
いてもよい。
【００９４】
　ここで、第１キャリアにおいて、ランダムアクセスチャネル信号のための無線リソース
を割り当てるとは、ユーザ装置ＵＥに対して、第１キャリアにおいてランダムアクセスチ
ャネル信号を送信することを指示するという意味であってもよい。
【００９５】
　この場合、第１キャリア及び第２キャリアを用いてユーザ装置ＵＥと基地局装置ｅＮＢ
との間で無線通信が行われる場合にも、ランダムアクセスチャネル信号は、第１キャリア
で送信される。
【００９６】
　或いは、より具体的には、上りリンクリソース割り当て部１２は、第１キャリアにおい
て、Ｓｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇが適用される上りリンク信
号のための無線リソースを割り当てるように構成されていてもよい。
【００９７】
　ここで、第１キャリアにおいて、Ｓｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉ
ｎｇが適用される上りリンク信号のための無線リソースを割り当てるとは、ユーザ装置Ｕ
Ｅに対して、第１キャリアにおいてＳｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉ
ｎｇが適用される上りリンク信号を送信することを指示するという意味であってもよい。
【００９８】
　この場合、第１キャリア及び第２キャリアを用いてユーザ装置ＵＥと基地局装置ｅＮＢ
との間で無線通信が行われる場合にも、Ｓｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕ
ｌｉｎｇが適用される上りリンク信号は、第１キャリアで送信される。
【００９９】
　或いは、より具体的には、上りリンクリソース割り当て部１２は、第１キャリアにおい
て、個別制御チャネルのための無線リソースを割り当てるように構成されていてもよい。
【０１００】
　ここで、第１キャリアにおいて、個別制御チャネルのための無線リソースを割り当てる
とは、ユーザ装置ＵＥに対して、第１キャリアにおいて個別制御チャネルを送信すること
を指示するという意味であってもよい。
【０１０１】
　この場合、第１キャリア及び第２キャリアを用いてユーザ装置ＵＥと基地局装置ｅＮＢ
との間で無線通信が行われる場合にも、個別制御チャネルは、第１キャリアで送信される
。
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【０１０２】
　また、例えば、上りリンクリソース割り当て部１２は、第１キャリア及び第２キャリア
の同時通信を行うことができるユーザ装置ＵＥに対して、第１キャリアにおいて上りリン
ク信号のための無線リソースを割り当てるように構成されており、第１キャリア及び第２
キャリアの同時通信を行うことができないユーザ装置ＵＥに対して、第２キャリアにおい
て上りリンクの信号のための無線リソースを割り当てるように構成されていてもよい。
【０１０３】
　なお、前記第１キャリア及び第２キャリアの同時通信を行うことができるか否かの情報
は、ユーザ装置ＵＥから通知されてもよい。この場合、前記第１キャリア及び第２キャリ
アの同時通信を行うことができるか否かの情報は、ユーザ装置ＵＥから制御信号受信部１
３経由で上りリンクリソース割り当て部１２に通知されてもよい。
【０１０４】
　前記Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎのＣａｐａｂｉｌｉｔｙは、後述するよ
うに、図７又は図８のような構成で、ユーザ装置ＵＥから通知されてもよい。
【０１０５】
　より具体的には、上りリンクリソース割り当て部１２は、第１キャリア及び第２キャリ
アの同時通信を行うことができるユーザ装置ＵＥに対して、第１キャリアにおいて、上り
リンクの制御チャネル信号のための無線リソースを割り当てるように構成され、第１キャ
リア及び第２キャリアの同時通信を行うことができないユーザ装置ＵＥに対して、第２キ
ャリアにおいて、上りリンクの制御チャネル信号のための無線リソースを割り当てるよう
に構成されていてもよい。
【０１０６】
　尚、上述した例では、上りリンクの制御チャネル信号に関して、ユーザ装置ＵＥが第１
キャリア及び第２キャリアの同時通信を行うことができるか否かに基づいて、第１キャリ
アにおいてその無線リソースを割り当てるか、第２キャリアにおいてその無線リソースを
割り当てるかを決定したが、代わりに、上りリンクの共有チャネル信号、または、上りリ
ンクのデータチャネル信号、または、下りリンクのチャネル状態を通知する制御信号、ま
たは、下りリンクの共有チャネル信号の送達確認情報、または、スケジューリングリクエ
スト、または、サウンディング用のリファレンス信号、または、ランダムアクセスチャネ
ル信号、または、Ｓｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇが適用される
上りリンク信号、または、Ｓｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇが適
用される下りリンク信号の送達確認情報、または、個別制御チャネルに関して、同様の処
理が行われてもよい。
【０１０７】
　あるいは、上りリンクリソース割り当て部１２は、制御信号受信部１３より受信した、
第１キャリア及び第２キャリアの上りリンクの送信の可否に関する情報に基づいて、どの
キャリアにおいて上りリンク信号のための無線リソースを割り当てるかを決定するように
構成されていてもよい。
【０１０８】
 例えば、上りリンクリソース割り当て部１２は、第１キャリアの上りリンクの送信が可
能であり、第２キャリアの上りリンクの送信が不可能であるユーザ装置ＵＥに対して、第
１キャリアにおいて上りリンク信号のための無線リソースを割り当てるように構成されて
おり、第１キャリアの上りリンクの送信が不可能であり、第２キャリアの上りリンクの送
信が可能であるユーザ装置ＵＥに対して、第２キャリアにおいて上りリンクの信号のため
の無線リソースを割り当てるように構成されていてもよい。また、上りリンクリソース割
り当て部１２は、第１キャリアの上りリンクの送信が可能であり、かつ、第２キャリアの
上りリンクの送信が可能であるユーザ装置ＵＥに対して、第１キャリアにおいて上りリン
ク信号のための無線リソースを割り当てるように構成されていてもよい。
【０１０９】
　 あるいは、上りリンクリソース割り当て部１２は、同時通信指示部１４より受信した
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、複数のキャリアを用いた同時通信を行うか否かに関する情報に基づいて、どのキャリア
において上りリンク信号のための無線リソースを割り当てるかを決定するように構成され
ていてもよい。例えば、複数のキャリアを用いた同時通信を行うユーザ装置ＵＥに対して
、第１キャリアにおいて上りリンク信号のための無線リソースを割り当てるように構成さ
れており、複数のキャリアを用いた同時通信を行わないユーザ装置ＵＥに対して、第２キ
ャリアにおいて上りリンクの信号のための無線リソースを割り当てるように構成されてい
てもよい。
【０１１０】
　 なお、上りリンクリソース割り当て部１２は、第１キャリアを「アンカーキャリア（
Ａｎｃｈｏｒ　Ｃａｒｒｉｅｒ）」として設定することによって、第１キャリアにおいて
上りリンク信号のための無線リソースを割り当てるように構成されていてもよい。
【０１１１】
　 なお、上りリンクリソース割り当て部１２は、第１キャリアをアンカーキャリアとし
て設定することによって、第１キャリアにおける上りリンク信号のための無線リソースを
割り当て、第２キャリアを「アンカーキャリア（Ａｎｃｈｏｒ　Ｃａｒｒｉｅｒ）」とし
て設定することによって、第２キャリアにおいて上りリンク信号のための無線リソースを
割り当てるように構成されていてもよい。
【０１１２】
　 ここで、前記アンカーキャリアとは、上りリンクの制御チャネル信号が送信されるキ
ャリアという定義であってもよいし、下りリンクのチャネル状態を通知する制御信号が送
信されるキャリアという定義であってもよいし、下りリンクの共有チャネル信号の送達確
認情報が送信されるキャリアという定義であってもよいし、スケジューリングリクエスト
が送信されるキャリアという定義であってもよいし、ランダムアクセスチャネル信号が送
信されるキャリアという定義であってもよいし、Ｓｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃ
ｈｅｄｕｌｉｎｇが適用される上りリンク信号が送信されるキャリアという定義であって
もよいし、Ｓｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇが適用される下りリ
ンク信号の送達確認情報が送信されるキャリアという定義であってもよい。あるいは、ア
ンカーキャリアの定義は、上述した定義の組み合わせにより定義されてもよい。
【０１１３】
　 或いは、前記アンカーキャリアは、Primary Carrier(プライマリキャリア)と呼ばれて
もよい。また、前記Primary Carrierにおけるサービングセルは、Primary Cell (Pcell, 
プライマリセル)と呼ばれてもよい。
【０１１４】
　制御信号受信部１３は、ユーザ装置ＵＥより、ユーザ装置ＵＥの「Ｃａｐａｂｉｌｉｔ
ｙ（能力）」を通知する制御信号を受信するように構成されている。
【０１１５】
　ここで、かかる制御信号は、同時に通信可能なキャリアの情報と、同時に通信可能なキ
ャリアの中で上りリンク信号の送信が可能なキャリアの情報とを含む。
【０１１６】
　例えば、前記同時に通信可能なキャリアの情報、及び、同時に通信可能なキャリアの中
で上りリンク信号の送信が可能なキャリアの情報は、ユーザ装置ＵＥのＣａｐａｂｉｌｉ
ｔｙを通知するメッセージの中のＲａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ
ｓ（ＲＦ　ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ）の一部として通知されてもよい。
【０１１７】
　より具体的には、前記同時に通信可能なキャリアの情報、及び、同時に通信可能なキャ
リアの中で上りリンク信号の送信が可能なキャリアの情報は、図７に示すような構成で通
知されてもよい。
【０１１８】
　すなわち、同時に通信可能なキャリアの情報として周波数バンドインディケータ（Ｆｒ
ｅｑｕｅｎｃｙ　Ｂａｎｄ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）のリストが通知され、かつ、それぞれ
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の周波数バンドに対して、上りリンクの送信の可否、例えば、ＹＥＳあるいはＮＯが通知
されてもよい。
【０１１９】
　また、図８に、２つのキャリアが同時に通信可能である場合の一例を示す。図８におい
ては、Ｂａｎｄ１におけるキャリア及びＢａｎｄ３におけるキャリアが同時に通信可能で
あり、かつ、第１キャリアであるＢａｎｄ３においては上りリンクの送信が可能であり、
第２キャリアであるＢａｎｄ１においては上りリンクの送信が不可能と通知される。
【０１２０】
　あるいは、例えば、前記同時に通信可能なキャリアの情報、及び、同時に通信可能なキ
ャリアの中で上りリンク信号の送信が可能なキャリアの情報は、図９に示すような構成で
通知されてもよい。
【０１２１】
　すなわち、同時に通信可能なキャリアの情報として周波数バンドインディケータ（Ｆｒ
ｅｑｕｅｎｃｙ　Ｂａｎｄ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）のリストが通知され、かつ、それぞれ
の周波数バンドに対して、上りリンクの送信に関するカテゴリーが通知されてもよい。
【０１２２】
　ここで、前記上りリンクの送信に関するカテゴリーは、その周波数バンドにおいて上り
リンクの送信を行った場合に、どの程度、下りリンクに対して悪影響を与えるか、すなわ
ち、干渉電力を与えるかに基づいて、決定されてもよい。
【０１２３】
　また、前記カテゴリーは、ユーザ装置ＵＥのパフォーマンス規定として、別途規定され
たカテゴリーであってもよい。
【０１２４】
　より具体的には、カテゴリーＡは、下りリンクに対して悪影響を与えないカテゴリーで
あり、カテゴリーＢは、下りリンクに対して悪影響を少し与えるカテゴリーであり、カテ
ゴリーＣは、下りリンクに対して悪影響を著しく与えるカテゴリーであるといった定義が
なされてもよい。
【０１２５】
　或いは、前記カテゴリーＡ、Ｂ、Ｃは、上述のパフォーマンス規定における規定値によ
って、決定されてもよい。また、カテゴリーＣは、その周波数バンドにおける上りリンク
の送信を禁止するといったカテゴリーであってもよい。
【０１２６】
　また、図１０に、２つのキャリアが同時に通信可能である場合の一例を示す。図１０に
おいては、Ｂａｎｄ１におけるキャリア及びＢａｎｄ３におけるキャリアが同時に通信可
能であり、かつ、第１キャリアであるＢａｎｄ３においては上りリンクの送信が可能であ
るカテゴリーＡが通知され、第２キャリアであるＢａｎｄ１においては上りリンクの送信
が下りリンクの信号に少し悪影響を与えるカテゴリーＢが通知される。
【０１２７】
　なお、上述した例では、キャリアの情報として、周波数バンドインディケータが通知さ
れたが、代わりに、上りリンクのキャリアの周波数または下りリンクのキャリアの周波数
そのものが通知されてもよい。
【０１２８】
　また、前記キャリアの周波数は、ＥＡＲＦＣＮ（Ｅ－ＵＴＲＡ　Ａｂｓｏｌｕｔｅ　Ｒ
ａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｎｕｍｂｅｒ）により指定されてもよ
い。
【０１２９】
　或いは、別途、第１キャリアや第２キャリアがキャリアの情報として通知され、前記第
１キャリア及び第２キャリアに関して、上りリンクの送信の可否を通知するビットが定義
されてもよい。
【０１３０】
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　なお、制御信号受信部１３は、前記「Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ（能力）」を通知する制御
信号、すなわち、同時に通信可能なキャリアの情報、及び、同時に通信可能なキャリアの
中で上りリンク信号の送信が可能なキャリアの情報を、下りリンクリソース割り当て部１
１及び上りリンクリソース割り当て部１２及び下りリンク送信部１５及び上りリンク送信
指示部１６に通知する。
【０１３１】
　ここで、同時に通信可能なキャリアの中で上りリンク信号の送信が可能なキャリアの情
報とは、具体的には、前記第１キャリア及び第２キャリアの上りリンクの送信の可否に関
する情報である。
【０１３２】
　同時通信指示部１４は、ユーザ装置ＵＥに対して、複数のキャリアを用いた同時通信（
すなわち、「Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ」）を行うように指示するように
構成されている。
【０１３３】
 ここで、同時通信指示部１４は、RRC messageを用いて、プライマリーキャリアに加えて
、セカンダリキャリアを設定することにより、複数のキャリアを用いた同時通信を行うよ
うに指示するように構成されていてもよい。あるいは、同時通信指示部１４は、RRC mess
ageを用いて、セカンダリキャリアを削除することにより、複数のキャリアを用いた同時
通信を行わないように指示するように構成されていてもよい。前記セカンダリキャリアの
設定／削除は、上りリンクに関してのみ行われてもよいし、下りリンクに関してのみ行わ
れてもよいし、あるいは、上りリンクと下りリンクの両方に関して行われてもよい。
【０１３４】
 あるいは、同時通信指示部１４は、MAC layerの制御信号を用いて、セカンダリキャリア
を有効化(Activate)することにより、複数のキャリアを用いた同時通信を行うように指示
するように構成されていてもよい。あるいは、同時通信指示部１４は、MAC layerの制御
信号を用いて、セカンダリキャリアを無効化(De-activate)することにより、複数のキャ
リアを用いた同時通信を行わないように指示するように構成されていてもよい。尚、前記
セカンダリキャリアの有効化(Activation)/無効化(De-activation)は、上りリンクに関し
てのみ行われてもよいし、下りリンクに関してのみ行われてもよいし、あるいは、上りリ
ンクと下りリンクの両方に関して行われてもよい。
【０１３５】
　 例えば、同時通信指示部１４は、ユーザ装置ＵＥとの間のパスロス、下りリンクの無
線品質、下りリンクのチャネル状態情報の少なくとも１つに基づいて、複数のキャリアを
用いた同時通信を行うように指示するか否か（ＯＮ/ＯＦＦ）について決定するように構
成されていてもよい。
【０１３６】
　 なお、かかるパスロス、下りリンクの無線品質、下りリンクのチャネル状態情報は、
ユーザ装置ＵＥより通知されてもよい。
【０１３７】
　 ここで、下りリンクの無線品質は、下りリンクのリファレンス信号の受信レベル（Ｒ
ＳＲＰ）、下りリンクのリファレンス信号のＳＩＲ、Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　
Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ、ＲＳＲＱの少なくとも１つであってもよい。
【０１３８】
　 また、前記パスロスは、ユーザ装置ＵＥから送信されるサウンディング用のリファレ
ンス信号のユーザ装置ＵＥにおける送信電力と基地局装置ｅＮＢの受信電力とから算出さ
れてもよい。
【０１３９】
　 なお、前記サウンディング用のリファレンス信号のユーザ装置ＵＥにおける送信電力
は、ユーザ装置ＵＥから報告されるＰｏｗｅｒ　ｈｅａｄｒｏｏｍにより算出されてもよ
い。
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【０１４０】
　 或いは、前記パスロスは、ユーザ装置ＵＥから報告されるＰｏｗｅｒ　ｈｅａｄｒｏ
ｏｍから、直接算出されてもよい。この場合、前記Ｐｏｗｅｒ　ｈｅａｄｒｏｏｍは、ユ
ーザ装置ＵＥが保有しているパスロス及びその他の情報を用いて算出されることを想定し
ている。
【０１４１】
　 例えば、同時通信指示部１４は、ユーザ装置ＵＥとの間のパスロスが所定の閾値以上
である場合に、複数のキャリアを用いた同時通信を行わないと決定し、それ以外の場合に
、複数のキャリアを用いた同時通信を行うと決定してもよい。
【０１４２】
　 或いは、同時通信指示部１４は、下りリンクの無線品質が所定の閾値以上である場合
に、複数のキャリアを用いた同時通信を行うと決定し、それ以外の場合に、複数のキャリ
アを用いた同時通信を行わないと決定してもよい。
【０１４３】
　 ここで、前記パスロスが所定の閾値以上である／ないとは、ユーザ装置ＵＥと基地局
装置ｅＮＢとの間における第１キャリアのパスロスが閾値以上である／ないということで
あってもよいし、ユーザ装置ＵＥと基地局装置ｅＮＢとの間における第２キャリアのパス
ロスが閾値以上である／ないということであってもよい。
【０１４４】
　 或いは、前記パスロスが所定の閾値以上である／ないとは、前記第２キャリアのパス
ロスから前記第１キャリアのパスロスを引いた値が閾値以上である／ないという意味であ
ってもよい。
【０１４５】
　 この場合、同時通信指示部１４は、前記第２キャリアのパスロスから前記第１キャリ
アのパスロスを引いた値が閾値以上でない場合に、複数のキャリアを用いた同時通信を行
うと決定し、それ以外の場合に、複数のキャリアを用いた同時通信を行わないと決定して
もよい。
【０１４６】
　 すなわち、前記パスロスは、ユーザ装置ＵＥと基地局装置ｅＮＢとの間における第１
キャリアのパスロスの絶対値、前記第２キャリアのパスロスの絶対値に限定されるもので
はなく、前記第１キャリアのパスロスと前記第２キャリアのパスロスの相対値を含んでも
よい。
【０１４７】
　 これにより、例えば、前記第１キャリア及び前記第２キャリアのパスロスが、各々の
キャリアにてシングルキャリア通信が可能なレベルであり、前記第２キャリアで上り送信
、前記第１キャリア並びに前記第２キャリアにて下り同時受信を実施可能であると、同時
通信指示部１４が判断した場合、前記第２キャリアのパスロスが大きく、つまり、送信電
力が大きく、且つ、第１キャリアのパスロスが大きく、つまり、受信信号レベルが小さく
、結果として相対的に前記第２キャリアの送信信号が、前記第１キャリアの受信信号品質
を劣化させてしまう場合を、より高い精度で判断し、避けることが可能となる。
【０１４８】
　 また、前記パスロスの所定の閾値とは、前記ユーザ装置ＵＥと前記基地局装置ｅＮＢ
との間におけるパスロスの他に、前記ユーザ装置ＵＥと前記基地局装置ｅＮＢとは異なる
基地局装置との間のパスロスを含んでもよい。
【０１４９】
　 すなわち、上述したパスロスの算出において、第１キャリアを用いて通信を行う基地
局装置のアンテナと第２キャリアを用いて通信を行う基地局装置のアンテナの位置が違っ
てもよい。
【０１５０】
　これにより、例えば、ユーザ装置ＵＥと基地局装置ｅＮＢとの間の第１キャリア及び第



(18) JP 5444367 B2 2014.3.19

10

20

30

40

50

２キャリアのパスロスに関して、前記第２キャリアのパスロスが大きく、同時通信指示部
１４が「Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ」不可と判断した場合においても、前
記ユーザ装置ＵＥと前記基地局装置ｅＮＢとは異なる基地局装置との間の第１キャリアの
パスロスが小さい場合においては、「Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ」を実施
することが可能となる。
【０１５１】
　 また、同時通信指示部１４は、下りリンクリソース割り当て部１１が、第１キャリア
及び第２キャリアの同時通信を行うことができるユーザ装置ＵＥに対して、第１キャリア
における無線リソースを割り当てる場合に、第１キャリア及び第２キャリアの同時通信を
不可（ＯＦＦ）として通知するように構成されていてもよい。
【０１５２】
　 また、同時通信指示部１４は、上りリンクリソース割り当て部１２が、第１キャリア
及び第２キャリアの同時通信を行うことができるユーザ装置ＵＥに対して、第２キャリア
における無線リソースを割り当てる場合に、第１キャリア及び第２キャリアの同時通信を
不可（ＯＦＦ）として通知するように構成されていてもよい。
【０１５３】
　 また、同時通信指示部１４は、前記複数のキャリアを用いた同時通信を行うか否かの
決定を、下りリンクリソース割り当て部１１と上りリンクリソース割り当て部１２と下り
リンク信号送信部１５と上りリンク信号送信指示部１６に通知する。
【０１５４】
　 下りリンク信号送信部１５は、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａと、第２キ
ャリア下りリンク信号送信部１５ｂとを具備している。
【０１５５】
　 第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａは、ユーザ装置ＵＥに対して、第１キャリ
アにおける下りリンク信号送信するように構成されており、第２キャリア下りリンク信号
送信部１５ｂは、ユーザ装置ＵＥに対して、第２キャリアにおける下りリンク信号を送信
するように構成されている。
【０１５６】
　 なお、前記下りリンク信号とは、例えば、下りリンクの共有チャネル信号であっても
よいし、下りリンクのデータチャネル信号であってもよいし、下りリンクの制御チャネル
信号であってもよいし、上りリンクの送信を指示する下りリンクの制御信号であってもよ
いし、下りリンクの送信を通知する下りリンクの制御信号であってもよいし、ページング
信号であってもよいし、ＤＣＣＨであってもよい。
【０１５７】
　 具体的には、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａは、第２キャリア上りリンク
信号受信部１７ｂが第２キャリアにおける上りリンク信号を受信するか否かに基づいて、
第１キャリアにおける下りリンク信号の送信を行うか否かについて決定するように構成さ
れていてもよい。
【０１５８】
　 ここで、前記上りリンク信号は、例えば、上りリンクの共有チャネル信号、上りリン
クのデータチャネル信号、上りリンクの制御チャネル信号、下りリンクのチャネル状態を
通知する制御信号、下りリンクの共有チャネル信号の送達確認情報、スケジューリングリ
クエスト、サウンディング用のリファレンス信号、ランダムアクセスチャネル信号、Ｓｅ
ｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇが適用される上りリンク信号、Ｓｅ
ｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇが適用される下りリンク信号の送達
確認情報、個別制御チャネル（ＤＣＣＨ：Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ）の少なくとも１つである。
【０１５９】
　 例えば、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａは、第２キャリア上りリンク信号
受信部１７ｂが第２キャリアにおける上りリンク信号を受信するタイムフレームにおいて
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、第１キャリアにおける下りリンク信号を送信しないように構成されており、第２キャリ
ア上りリンク信号受信部１７ｂが第２キャリアにおける上りリンク信号を受信しないタイ
ムフレームにおいて、第１キャリアにおける下りリンク信号を送信するように構成されて
いてもよい。
【０１６０】
　 また、第２キャリア下りリンク信号送信部１５ｂは、第２キャリア上りリンク信号受
信部１７ｂが第２キャリアにおける上りリンク信号を受信するタイムフレームにおいて、
第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａが第１キャリアにおける下りリンク信号を送信
しないことを受けて、第２キャリアにおける下りリンク信号を送信するように構成されて
いてもよい。
【０１６１】
　 なお、前記タイムフレームは、例えば、サブフレームやＴＴＩ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓ
ｉｏｎ　Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）と呼ばれてもよい。また、例えば、前記タイムフ
レームの長さは、１ｍｓであってもよい。
【０１６２】
　 また、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａ及び第２キャリア下りリンク信号送
信部１５ｂは、第２キャリア上りリンク信号受信部１７ｂが第２キャリアにおける上りリ
ンク信号を受信するか否かに基づいて、第１キャリアにおける下りリンク信号及び第２キ
ャリアにおける下りリンク信号の同時送信（すなわち、「Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇａｒｅ
ｇａｔｉｏｎ」）を行うか否かについて決定するように構成されていてもよい。
【０１６３】
　 例えば、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａ及び第２キャリア下りリンク信号
送信部１５ｂは、第２キャリア上りリンク信号受信部１７ｂが第２キャリアにおける上り
リンク信号を受信するタイムフレームにおいて、第１キャリアにおける下りリンク信号及
び第２キャリアにおける下りリンク信号の同時送信を行わないように構成されており、第
２キャリア上りリンク信号受信部１７ｂが第２キャリアにおける上りリンク信号を受信し
ないタイムフレームにおいて、第１キャリアにおける下りリンク信号及び第２キャリアに
おける下りリンク信号の同時送信を行うように構成されていてもよい。
【０１６４】
　 さらに、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａは、第１キャリア上りリンク信号
受信部１７ａ及び第２キャリア上りリンク信号受信部１７ｂが第１キャリアにおける上り
リンク信号及び第２キャリアにおける上りリンク信号の同時受信を行うか否かに基づいて
、第１キャリアにおける下りリンク信号の送信を行うか否かについて決定するように構成
されていてもよい。
【０１６５】
　 例えば、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａは、第１キャリア上りリンク信号
受信部１７ａ及び第２キャリア上りリンク信号受信部１７ｂが第１キャリアにおける上り
リンク信号及び第２キャリアにおける上りリンク信号の同時受信を行うタイムフレームに
おいて、第１キャリアにおける下りリンク信号を送信しないように構成されており、第１
キャリア上りリンク信号受信部１７ａ及び第２キャリア上りリンク信号受信部１７ｂが第
１キャリアにおける上りリンク信号及び第２キャリアにおける上りリンク信号の同時受信
を行わないタイムフレームにおいて、第１キャリアにおける下りリンク信号を送信するよ
うに構成されていてもよい。
【０１６６】
　さらに、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａは、第１キャリア上りリンク信号受
信部１７ａ及び第２キャリア上りリンク信号受信部１７ｂが第１キャリアにおける上りリ
ンク信号及び第２キャリアにおける上りリンク信号の同時受信を行うか否かに基づいて、
第１キャリアにおける下りリンク信号及び第２キャリアにおける下りリンク信号の同時送
信（すなわち、「Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ」）を行うか否かについて決
定するように構成されていてもよい。
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【０１６７】
　 例えば、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａは、第１キャリア上りリンク信号
受信部１７ａ及び第２キャリア上りリンク信号受信部１７ｂが第１キャリアにおける上り
リンク信号及び第２キャリアにおける上りリンク信号の同時受信を行うタイムフレームに
おいて、第１キャリアにおける下りリンク信号及び第２キャリアにおける下りリンク信号
の同時送信を行わないように構成されており、第１キャリア上りリンク信号受信部１７ａ
及び第２キャリア上りリンク信号受信部１７ｂが第１キャリアにおける上りリンク信号及
び第２キャリアにおける上りリンク信号の同時受信を行わないタイムフレームにおいて、
第１キャリアにおける下りリンク信号及び第２キャリアにおける下りリンク信号の同時送
信を行うように構成されていてもよい。
【０１６８】
　 また、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａは、第２キャリア上りリンク信号受
信部１７ｂが第２キャリアにおける上りリンク信号を受信するか否かに加えて、第２キャ
リアにおける上りリンク信号の送信電力、送信帯域幅、変調方式、送信周波数、ＭＣＳレ
ベル、所要のＳＩＲの少なくとも１つに基づいて、第１キャリアにおける下りリンク信号
の送信を行うか否かについて決定するように構成されていてもよい。
【０１６９】
　 例えば、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａは、そのタイムフレームにおいて
第２キャリア上りリンク信号受信部１７ｂが第２キャリアにおける上りリンク信号を受信
し、かつ、前記第２キャリアにおける上りリンク信号の送信電力が所定の閾値以上である
場合に、第１キャリアにおける下りリンク信号の送信を行わないと決定し、それ以外の場
合に、第１キャリアにおける下りリンク信号の送信を行うと決定してもよい。
【０１７０】
　 ここで、前記所定の閾値は、一例として、０ｄＢｍという値であってもよい。また、
前記第２キャリアにおける上りリンク信号の送信電力は、例えば、ユーザ装置ＵＥから通
知されるＰｏｗｅｒ　Ｈｅａｄｒｏｏｍから算出されてもよい。
【０１７１】
　 或いは、例えば、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａは、そのタイムフレーム
において第２キャリア上りリンク信号受信部１７ｂが第２キャリアにおける上りリンク信
号を受信し、かつ、前記第２キャリアにおける上りリンク信号の送信帯域幅が所定の閾値
以上である場合に、第１キャリアにおける下りリンク信号の送信を行わないと決定し、そ
れ以外の場合に、第１キャリアにおける下りリンク信号の送信を行うと決定してもよい。
【０１７２】
　 ここで、前記送信帯域幅は、一例として、１ＭＨｚという値であってもよいし、６リ
ソースブロックという値であってもよい。
【０１７３】
　 或いは、例えば、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａは、そのタイムフレーム
において第２キャリア上りリンク信号受信部１７ｂが第２キャリアにおける上りリンク信
号を受信し、かつ、前記第２キャリアにおける上りリンク信号の送信電力が所定の第１閾
値以上であり、かつ、前記第２キャリアにおける上りリンク信号の送信帯域幅が所定の第
２閾値以上である場合に、第１キャリアにおける下りリンク信号の送信を行わないと決定
し、それ以外の場合に、第１キャリアにおける下りリンク信号の送信を行うと決定しても
よい。
【０１７４】
　 或いは、例えば、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａは、そのタイムフレーム
において第２キャリア上りリンク信号受信部１７ｂが第２キャリアにおける上りリンク信
号を受信し、かつ、前記第２キャリアにおける上りリンク信号の送信電力が所定の第１閾
値以上であり、かつ、前記第２キャリアにおける上りリンク信号の送信帯域幅が所定の第
２閾値以上であり、かつ、前記第２キャリアにおける上りリンク信号の送信帯域幅がＱＰ
ＳＫである場合に、第１キャリアにおける下りリンク信号の送信を行わないと決定し、そ
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れ以外の場合に、第１キャリアにおける下りリンク信号の送信を行うと決定してもよい。
【０１７５】
　 或いは、例えば、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａは、そのタイムフレーム
において第２キャリア上りリンク信号受信部１７ｂが第２キャリアにおける上りリンク信
号を受信し、かつ、前記第２キャリアにおける上りリンク信号のＭＣＳレベルが所定の第
１閾値以下であり、かつ、前記第２キャリアにおける上りリンク信号の送信帯域幅が所定
の第２閾値以上である場合に、第１キャリアにおける下りリンク信号の送信を行わないと
決定し、それ以外の場合に、第１キャリアにおける下りリンク信号の送信を行うと決定し
てもよい。
【０１７６】
　 ここで、前記第１閾値は、一例として、ＭＣＳレベルとして０から１５が定義されて
いる場合の、５という値であってもよい。
【０１７７】
　 また、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａ及び第２キャリア下りリンク信号送
信部１５ｂは、第２キャリア上りリンク信号受信部１７ｂが第２キャリアにおける上りリ
ンク信号を受信するか否かに加えて、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信電力、
送信帯域幅、変調方式、送信周波数、ＭＣＳレベル、所要のＳＩＲの少なくとも１つに基
づいて、第１キャリアにおける下りリンク信号及び第２キャリアにおける下りリンク信号
の同時送信を行うか否かについて決定するように構成されていてもよい。
【０１７８】
　 例えば、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａ及び第２キャリア下りリンク信号
送信部１５ｂは、そのタイムフレームにおいて第２キャリア上りリンク信号受信部１７ｂ
が第２キャリアにおける上りリンク信号を受信し、かつ、前記第２キャリアにおける上り
リンク信号の送信電力が所定の閾値以上である場合に、第１キャリアにおける下りリンク
信号及び第２キャリアにおける下りリンク信号の同時送信を行わないと決定し、それ以外
の場合に、第１キャリアにおける下りリンク信号及び第２キャリアにおける下りリンク信
号の同時送信を行うと決定してもよい。
【０１７９】
　 ここで、前記所定の閾値は、一例として、０ｄＢｍという値であってもよい。また、
前記第２キャリアにおける上りリンク信号の送信電力は、例えば、ユーザ装置ＵＥから通
知されるＰｏｗｅｒ　Ｈｅａｄｒｏｏｍから算出されてもよい。
【０１８０】
　 或いは、例えば、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａ及び第２キャリア下りリ
ンク信号送信部１５ｂは、そのタイムフレームにおいて第２キャリア上りリンク信号受信
部１７ｂが第２キャリアにおける上りリンク信号を受信し、かつ、前記第２キャリアにお
ける上りリンク信号の送信電力が所定の第１閾値以上であり、かつ、前記第２キャリアに
おける上りリンク信号の送信帯域幅が所定の第２閾値以上である場合に、第１キャリアに
おける下りリンク信号及び第２キャリアにおける下りリンク信号の同時送信を行わないと
決定し、それ以外の場合に、第１キャリアにおける下りリンク信号及び第２キャリアにお
ける下りリンク信号の同時送信を行うと決定してもよい。
【０１８１】
　 また、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａは、第１キャリア上りリンク信号受
信部１７ａ及び第２キャリア上りリンク信号受信部１７ｂが第１キャリアにおける上りリ
ンク信号及び第２キャリアにおける上りリンク信号の同時受信を行うか否かに加えて、第
２キャリアにおける上りリンク信号の送信電力、送信帯域幅、変調方式、送信周波数、Ｍ
ＣＳレベル、所要のＳＩＲの少なくとも１つに基づいて、第１キャリアにおける下りリン
ク信号の送信を行うか否かについて決定するように構成されていてもよい。
【０１８２】
　 例えば、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａは、そのタイムフレームにおいて
第１キャリア上りリンク信号受信部１７ａ及び第２キャリア上りリンク信号受信部１７ｂ
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が第１キャリアにおける上りリンク信号及び第２キャリアにおける上りリンク信号の同時
受信を行い、かつ、前記第２キャリアにおける上りリンク信号の送信電力が所定の閾値以
上である場合に、第１キャリアにおける下りリンク信号の送信を行わないと決定し、それ
以外の場合に、第１キャリアにおける下りリンク信号の送信を行うと決定してもよい。
【０１８３】
　 ここで、前記所定の閾値は、一例として、０ｄＢｍという値であってもよい。また、
前記第２キャリアにおける上りリンク信号の送信電力は、例えば、ユーザ装置ＵＥから通
知されるＰｏｗｅｒ　Ｈｅａｄｒｏｏｍから算出されてもよい。
【０１８４】
　 また、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａは、第２キャリア上りリンク信号受
信部１７ｂが第２キャリアにおける上りリンク信号を受信するか否かに加えて、ユーザ装
置ＵＥと基地局装置ｅＮＢとの間のパスロスに基づいて、第１キャリアにおける下りリン
ク信号の送信を行うか否かについて決定するように構成されていてもよい。
【０１８５】
　 ここで、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａは、同時通信指示部１４より受信
した、ユーザ装置ＵＥとの間のパスロスが所定の閾値以上であり、複数のキャリアを用い
た同時通信を行わないという決定に基づいて、第１キャリアにおける下りリンク信号の送
信を行うか否かについて決定するように構成されていてもよい。
【０１８６】
　 すなわち、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａは、そのタイムフレームにおい
て第２キャリア上りリンク信号受信部１７ｂが第２キャリアにおける上りリンク信号を受
信し、かつ、同時通信指示部１４より、ユーザ装置ＵＥとの間のパスロスが所定の閾値以
上であり、複数のキャリアを用いた同時通信を行わないという決定を受け取っている場合
に、第１キャリアにおける下りリンク信号の送信を行わないと決定し、それ以外の場合に
、第１キャリアにおける下りリンク信号の送信を行うと決定してもよい。
【０１８７】
　 また、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａは、第２キャリア上りリンク信号受
信部１７ｂが第２キャリアにおける上りリンク信号を受信するか否かとパスロスに加えて
、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信電力、送信帯域幅、変調方式、送信周波数
、ＭＣＳレベル、所要のＳＩＲの少なくとも１つに基づいて、第１キャリアにおける下り
リンク信号の送信を行うか否かについて決定するように構成されていてもよい。
【０１８８】
　 また、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａ及び第２キャリア下りリンク信号送
信部１５ｂは、第２キャリア上りリンク信号受信部１７ｂが第２キャリアにおける上りリ
ンク信号を受信するか否かに加えて、ユーザ装置ＵＥと基地局装置ｅＮＢとの間のパスロ
スに基づいて、第１キャリアにおける下りリンク信号及び第２キャリアにおける下りリン
ク信号の同時送信を行うか否かについて決定するように構成されていてもよい。
【０１８９】
　 ここで、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａ及び第２キャリア下りリンク信号
送信部１５ｂは、同時通信指示部１４より受信した、ユーザ装置ＵＥとの間のパスロスが
所定の閾値以上であり、複数のキャリアを用いた同時通信を行わないという決定に基づい
て、第１キャリアにおける下りリンク信号及び第２キャリアにおける下りリンク信号の同
時送信を行うか否かについて決定するように構成されていてもよい。
【０１９０】
　 すなわち、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａ及び第２キャリア下りリンク信
号送信部１５ｂは、そのタイムフレームにおいて第２キャリア上りリンク信号受信部１７
ｂが第２キャリアにおける上りリンク信号を受信し、かつ、同時通信指示部１４より、ユ
ーザ装置ＵＥとの間のパスロスが所定の閾値以上であり、複数のキャリアを用いた同時通
信を行わないという決定を受け取っている場合に、第１キャリアにおける下りリンク信号
及び第２キャリアにおける下りリンク信号の同時送信を行わないと決定し、それ以外の場
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合に、第１キャリアにおける下りリンク信号及び第２キャリアにおける下りリンク信号の
同時送信を行うと決定してもよい。
【０１９１】
　 また、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａ及び第２キャリア下りリンク信号送
信部１５ｂは、第２キャリア上りリンク信号受信部１７ｂが第２キャリアにおける上りリ
ンク信号を受信するか否かとパスロスに加えて、第２キャリアにおける上りリンク信号の
送信電力、送信帯域幅、変調方式、送信周波数、ＭＣＳレベル、所要のＳＩＲの少なくと
も１つに基づいて、第１キャリアにおける下りリンク信号及び第２キャリアにおける下り
リンク信号の同時送信を行うか否かについて決定するように構成されていてもよい。
【０１９２】
　 さらに、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａは、第１キャリア上りリンク信号
受信部１７ａ及び第２キャリア上りリンク信号受信部１７ｂが第１キャリアにおける上り
リンク信号及び第２キャリアにおける上りリンク信号の同時受信を行うか否かに加えて、
ユーザ装置ＵＥと基地局装置ｅＮＢとの間のパスロスに基づいて、第１キャリアにおける
下りリンク信号の送信を行うか否かについて決定するように構成されていてもよい。
【０１９３】
　 上りリンク送信指示部１６は、第１キャリア上りリンク送信指示部１６ａと、第２キ
ャリア上りリンク送信指示部１６ｂとを具備している。
【０１９４】
　 第１キャリア上りリンク送信指示部１６ａは、ユーザ装置ＵＥに対して、第１キャリ
アにおける上りリンク信号の送信指示を行うように構成されており、第２キャリア上りリ
ンク送信指示部１６ｂは、ユーザ装置ＵＥに対して、第２キャリアにおける上りリンク信
号の送信指示を行うように構成されている。
【０１９５】
　 なお、上りリンク信号の送信指示を行う信号は、例えば、上りリンクの送信を指示す
る下りリンクの制御信号（Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｇｒａｎｔ）である。
また、前記上りリンクの信号は、例えば、上りリンクの共有チャネル信号、または、上り
リンクのデータチャネル信号である。
【０１９６】
　 具体的には、第２キャリア上りリンク送信指示部１６ｂは、第１キャリア下りリンク
信号送信部１５ａが第１キャリアにおける下りリンク信号を送信するか否かに基づいて、
第２キャリアにおける上りリンク信号の送信指示を行うか否かについて決定するように構
成されていてもよい。
【０１９７】
　 ここで、下りリンク信号は、下りリンクの共有チャネル信号、下りリンクのデータチ
ャネル信号、下りリンクの制御チャネル信号、上りリンクの送信を指示する下りリンクの
制御信号、下りリンクの送信を通知する下りリンクの制御信号、上りリンクの共有チャネ
ル信号の送達確認情報、Ｓｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇが適用
される下りリンク信号、Ｓｅｍｉ-ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇが適用
される上りリンクの信号の送達確認情報、ページング信号、個別制御チャネル（ＤＣＣＨ
：Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＤＣＣＨ））の少なくとも１
つである。
【０１９８】
　 例えば、第２キャリア上りリンク送信指示部１６ｂは、第１キャリア下りリンク信号
送信部１５ａが第１キャリアにおける下りリンク信号を送信するタイムフレームの４タイ
ムフレーム前において、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信指示を行わないよう
に構成されており、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａが第１キャリアにおける下
りリンク信号を送信しないタイムフレームの４タイムフレーム前において、第２キャリア
における上りリンク信号の送信指示を行うように構成されていてもよい。
【０１９９】



(24) JP 5444367 B2 2014.3.19

10

20

30

40

50

　 ここで、ＬＴＥ方式及びＬＴＥ-Ａ方式の上りリンクにおいて、上りリンクの共有チャ
ネル信号、または、上りリンクのデータチャネル信号の送信は、下りリンクにおいて上り
リンク信号の送信指示を行ったタイムフレームから４タイムフレーム後に行われる。
【０２００】
　 よって、上述したように、前記第１キャリアにおける下りリンク信号を送信するタイ
ムフレームの４タイムフレーム前に、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信指示を
行うか否かを決定することにより、前記下りリンク信号が送信されるタイムフレームにお
いて、上りリンクの共有チャネル信号または上りリンクのデータチャネル信号の送信が前
記前記下りリンク信号の受信特性が劣化しないように、上りリンク信号の送信指示を行う
ことが可能となる。
【０２０１】
　 また、第１キャリア上りリンク送信指示部１６ａ及び第２キャリア上りリンク送信指
示部１６ｂは、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａが第１キャリアにおける下りリ
ンク信号を送信するか否かに基づいて、第１キャリアにおける上りリンク信号及び第２キ
ャリアにおける上りリンク信号の同時送信を指示するか否かについて決定するように構成
されていてもよい。
【０２０２】
　 例えば、第１キャリア上りリンク送信指示部１６ａ及び第２キャリア上りリンク送信
指示部１６ｂは、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａが第１キャリアにおける下り
リンク信号を送信するタイムフレームの４タイムフレーム前において、第１キャリアにお
ける上りリンク信号及び第２キャリアにおける上りリンク信号の同時送信を指示しないよ
うに構成されており、下りリンク信号送信部１５が第１キャリアにおける下りリンク信号
を送信しないタイムフレームの４タイムフレーム前において、第１キャリアにおける上り
リンク信号及び第２キャリアにおける上りリンク信号の同時送信を指示するように構成さ
れていてもよい。
【０２０３】
　 さらに、第２キャリア上りリンク送信指示部１６ｂは、第１キャリア下りリンク信号
送信部１５ａ及び第２キャリア下りリンク信号送信部１５ｂが第１キャリアにおける下り
リンク信号及び第２キャリアにおける下りリンク信号の同時送信を行うか否かに基づいて
、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信指示を行うか否かについて決定するように
構成されていてもよい。
【０２０４】
　 例えば、第２キャリア上りリンク送信指示部１６ｂは、第１キャリア下りリンク信号
送信部１５ａ及び第２キャリア下りリンク信号送信部１５ｂが第１キャリアにおける下り
リンク信号及び第２キャリアにおける下りリンク信号の同時送信を行うタイムフレームの
４タイムフレーム前において、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信指示を行わな
いように構成されており、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａ及び第２キャリア下
りリンク信号送信部１５ｂが第１キャリアにおける下りリンク信号及び第２キャリアにお
ける下りリンク信号の同時送信を行わないタイムフレームの４タイムフレーム前において
、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信指示を行うように構成されていてもよい。
【０２０５】
　 さらに、第２キャリア上りリンク送信指示部１６ｂは、第１キャリア下りリンク信号
送信部１５ａ及び第２キャリア下りリンク信号送信部１５ｂが第１キャリアにおける下り
リンク信号及び第２キャリアにおける下りリンク信号の同時送信を行うか否かに基づいて
、第１キャリアにおける上りリンク信号及び第２キャリアにおける上りリンク信号の同時
送信を指示するか否かについて決定するように構成されていてもよい。
【０２０６】
　 例えば、第２キャリア上りリンク送信指示部１６ｂは、第１キャリア下りリンク信号
送信部１５ａ及び第２キャリア下りリンク信号送信部１５ｂが第１キャリアにおける下り
リンク信号及び第２キャリアにおける下りリンク信号の同時送信を行うタイムフレームの
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４タイムフレーム前において、第１キャリアにおける上りリンク信号及び第２キャリアに
おける上りリンク信号の同時送信の送信指示を行わないように構成されており、第１キャ
リア下りリンク信号送信部１５ａ及び第２キャリア下りリンク信号送信部１５ｂが第１キ
ャリアにおける下りリンク信号及び第２キャリアにおける下りリンク信号の同時送信を行
わないタイムフレームの４タイムフレーム前において、第１キャリアにおける上りリンク
信号及び第２キャリアにおける上りリンク信号の同時送信の送信指示を行うように構成さ
れていてもよい。
【０２０７】
　 また、第２キャリア上りリンク送信指示部１６ｂは、第１キャリア下りリンク信号送
信部１５ａが第１キャリアにおける下りリンク信号を送信するか否かに加えて、第２キャ
リアにおける上りリンク信号の送信電力、送信帯域幅、変調方式、送信周波数、ＭＣＳレ
ベル、所要のＳＩＲの少なくとも１つに基づいて、第２キャリアにおける上りリンク信号
の送信指示を行うか否かについて決定するように構成されていてもよい。
【０２０８】
　 例えば、第２キャリア上りリンク送信指示部１６ｂは、４タイムフレーム後のタイム
フレームにおいて第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａが第１キャリアにおける下り
リンク信号を送信し、かつ、前記第２キャリアにおける上りリンク信号の送信電力が所定
の閾値以上である場合に、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信指示を行わないと
決定し、それ以外の場合に、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信指示を行うと決
定してもよい。
【０２０９】
　 ここで、前記所定の閾値は、一例として、０ｄＢｍという値であってもよい。また、
前記第２キャリアにおける上りリンク信号の送信電力は、例えば、ユーザ装置ＵＥから通
知されるＰｏｗｅｒ　Ｈｅａｄｒｏｏｍから算出されてもよい。
【０２１０】
　 或いは、例えば、第２キャリア上りリンク送信指示部１６ｂは、４タイムフレーム後
のタイムフレームにおいて第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａが第１キャリアにお
ける下りリンク信号を送信し、かつ、前記第２キャリアにおける上りリンク信号の送信帯
域幅が所定の閾値以上である場合に、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信指示を
行わないと決定し、それ以外の場合に、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信指示
を行うと決定してもよい。
【０２１１】
　 ここで、前記送信帯域幅は、一例として、１ＭＨｚという値であってもよいし、６リ
ソースブロックという値であってもよい。
【０２１２】
　 或いは、例えば、第２キャリア上りリンク送信指示部１６ｂは、４タイムフレーム後
のタイムフレームにおいて第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａが第１キャリアにお
ける下りリンク信号を送信し、かつ、前記第２キャリアにおける上りリンク信号の送信電
力が所定の第１閾値以上であり、かつ、前記第２キャリアにおける上りリンク信号の送信
帯域幅が所定の第２閾値以上である場合に、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信
指示を行わないと決定し、それ以外の場合に、第２キャリアにおける上りリンク信号の送
信指示を行うと決定してもよい。
【０２１３】
　 或いは、例えば、第２キャリア上りリンク送信指示部１６ｂは、４タイムフレーム後
のタイムフレームにおいて第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａが第１キャリアにお
ける下りリンク信号を送信し、かつ、前記第２キャリアにおける上りリンク信号の送信電
力が所定の第１閾値以上であり、かつ、前記第２キャリアにおける上りリンク信号の送信
帯域幅が所定の第２閾値以上であり、かつ、前記第２キャリアにおける上りリンク信号の
送信帯域幅がＱＰＳＫである場合に、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信指示を
行わないと決定し、それ以外の場合に、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信指示
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を行うと決定してもよい。
【０２１４】
　 或いは、例えば、第２キャリア上りリンク送信指示部１６ｂは、４タイムフレーム後
のタイムフレームにおいて第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａが第１キャリアにお
ける下りリンク信号を送信し、かつ、前記第２キャリアにおける上りリンク信号のＭＣＳ
レベルが所定の第１閾値以下であり、かつ、前記第２キャリアにおける上りリンク信号の
送信帯域幅が所定の第２閾値以上である場合に、第２キャリアにおける上りリンク信号の
送信指示を行わないと決定し、それ以外の場合に、第２キャリアにおける上りリンク信号
の送信指示を行うと決定してもよい。
【０２１５】
　 ここで、前記第１閾値は、一例として、ＭＣＳレベルとして０から１５が定義されて
いる場合の、５という値であってもよい。　また、第２キャリア上りリンク送信指示部１
６ｂは、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａが第１キャリアにおける下りリンク信
号を送信するか否かに加えて、ユーザ装置ＵＥと基地局装置ｅＮＢとの間のパスロスに基
づいて、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信指示を行うか否かについて決定する
ように構成されていてもよい。
【０２１６】
　 ここで、第２キャリア上りリンク送信指示部１６ｂは、同時通信指示部１４より受信
した、ユーザ装置ＵＥとの間のパスロスが所定の閾値以上であり、複数のキャリアを用い
た同時通信を行わないという決定に基づいて、第２キャリアにおける上りリンク信号の送
信指示を行うか否かについて決定するように構成されていてもよい。
【０２１７】
　 すなわち、第２キャリア上りリンク送信指示部１６ｂは、４タイムフレーム後のタイ
ムフレームにおいて第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａが第１キャリアにおける下
りリンク信号を送信し、かつ、同時通信指示部１４より、ユーザ装置ＵＥとの間のパスロ
スが所定の閾値以上であり、複数のキャリアを用いた同時通信を行わないという決定を受
け取っている場合に、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信指示を行わないと決定
し、それ以外の場合に、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信を行うと決定しても
よい。
【０２１８】
　 また、第２キャリア上りリンク送信指示部１６ｂは、４タイムフレーム後のタイムフ
レームにおいて第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａが第１キャリアにおける下りリ
ンク信号を送信するか否かとパスロスに加えて、第２キャリアにおける上りリンク信号の
送信電力、送信帯域幅、変調方式、送信周波数、ＭＣＳレベル、所要のＳＩＲの少なくと
も１つに基づいて、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信指示を行うか否かについ
て決定するように構成されていてもよい。
【０２１９】
　 また、第１キャリア上りリンク送信指示部１６ａ及び第２キャリア上りリンク送信指
示部１６ｂは、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａが第１キャリアにおける下りリ
ンク信号を送信するか否かに加えて、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信電力、
送信帯域幅、変調方式、送信周波数、ＭＣＳレベル、所要のＳＩＲの少なくとも１つに基
づいて、第１キャリアにおける上りリンク信号及び第２キャリアにおける上りリンク信号
の同時送信を指示するか否かについて決定するように構成されていてもよい。
【０２２０】
　 例えば、第１キャリア上りリンク送信指示部１６ａ及び第２キャリア上りリンク送信
指示部１６ｂは、４タイムフレーム後のタイムフレームにおいて第１キャリア下りリンク
信号送信部１５ａが第１キャリアにおける下りリンク信号を送信し、かつ、前記第２キャ
リアにおける上りリンク信号の送信電力が所定の閾値以上である場合に、第１キャリアに
おける上りリンク信号及び第２キャリアにおける上りリンク信号の同時送信の送信指示を
行わないと決定し、それ以外の場合に、第１キャリアにおける上りリンク信号及び第２キ
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ャリアにおける上りリンク信号の同時送信の送信指示を行うと決定してもよい。
【０２２１】
　 ここで、前記所定の閾値は、一例として、０ｄＢｍという値であってもよい。また、
前記第２キャリアにおける上りリンク信号の送信電力は、例えば、ユーザ装置ＵＥから通
知されるＰｏｗｅｒ　Ｈｅａｄｒｏｏｍから算出されてもよい。
【０２２２】
　 また、第１キャリア上りリンク送信指示部１６ａ及び第２キャリア上りリンク送信指
示部１６ｂは、第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａが第１キャリアにおける下りリ
ンク信号を送信するか否かに加えて、ユーザ装置ＵＥと基地局装置ｅＮＢとの間のパスロ
スに基づいて、第１キャリアにおける上りリンク信号及び第２キャリアにおける上りリン
ク信号の同時送信を指示するか否かについて決定するように構成されていてもよい。
【０２２３】
　 また、第２キャリア上りリンク送信指示部１６ｂは、第１キャリア下りリンク信号送
信部１５ａ及び第２キャリア下りリンク信号送信部１５ｂが第１キャリアにおける下りリ
ンク信号及び第２キャリアにおける下りリンク信号の同時送信を行うか否かに加えて、第
２キャリアにおける上りリンク信号の送信電力、送信帯域幅、変調方式、送信周波数、Ｍ
ＣＳレベル、所要のＳＩＲの少なくとも１つに基づいて、第２キャリアにおける上りリン
ク信号の送信指示を行うか否かについて決定するように構成されていてもよい。
【０２２４】
　 例えば、第２キャリア上りリンク送信指示部１６ｂは、４タイムフレーム後のタイム
フレームにおいて第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａ及び第２キャリア下りリンク
信号送信部１５ｂが第１キャリアにおける下りリンク信号及び第２キャリアにおける下り
リンク信号の同時送信を行い、かつ、前記第２キャリアにおける上りリンク信号の送信電
力が所定の閾値以上である場合に、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信指示を行
わないと決定し、それ以外の場合に、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信指示を
行うと決定してもよい。
【０２２５】
　 ここで、前記所定の閾値は、一例として、０ｄＢｍという値であってもよい。また、
前記第２キャリアにおける上りリンク信号の送信電力は、例えば、ユーザ装置ＵＥから通
知されるＰｏｗｅｒ　Ｈｅａｄｒｏｏｍから算出されてもよい。
【０２２６】
　 或いは、例えば、第２キャリア上りリンク送信指示部１６ｂは、４タイムフレーム後
のタイムフレームにおいて第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａ及び第２キャリア下
りリンク信号送信部１５ｂが第１キャリアにおける下りリンク信号及び第２キャリアにお
ける下りリンク信号の同時送信を行い、かつ、前記第２キャリアにおける上りリンク信号
の送信帯域幅が所定の閾値以上である場合に、第２キャリアにおける上りリンク信号の送
信指示を行わないと決定し、それ以外の場合に、第２キャリアにおける上りリンク信号の
送信指示を行うと決定してもよい。
【０２２７】
　 ここで、前記送信帯域幅は、一例として、１ＭＨｚという値であってもよいし、６リ
ソースブロックという値であってもよい。
【０２２８】
　 或いは、例えば、第２キャリア上りリンク送信指示部１６ｂは、４タイムフレーム後
のタイムフレームにおいて第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａ及び第２キャリア下
りリンク信号送信部１５ｂが第１キャリアにおける下りリンク信号及び第２キャリアにお
ける下りリンク信号の同時送信を行い、かつ、前記第２キャリアにおける上りリンク信号
の送信電力が所定の第１閾値以上であり、かつ、前記第２キャリアにおける上りリンク信
号の送信帯域幅が所定の第２閾値以上である場合に、第２キャリアにおける上りリンク信
号の送信指示を行わないと決定し、それ以外の場合に、第２キャリアにおける上りリンク
信号の送信指示を行うと決定してもよい。
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【０２２９】
　 さらに、第２キャリア上りリンク送信指示部１６ｂは、第１キャリア下りリンク信号
送信部１５ａ及び第２キャリア下りリンク信号送信部１５ｂが第１キャリアにおける下り
リンク信号及び第２キャリアにおける下りリンク信号の同時送信を行うか否かに加えて、
ユーザ装置ＵＥと基地局装置ｅＮＢとの間のパスロスに基づいて、第２キャリアにおける
上りリンク信号の送信指示を行うか否かについて決定するように構成されていてもよい。
【０２３０】
　 ここで、第２キャリア上りリンク送信指示部１６ｂは、同時通信指示部１４より受信
した、ユーザ装置ＵＥとの間のパスロスが所定の閾値以上であり、複数のキャリアを用い
た同時通信を行わないという決定に基づいて、第２キャリアにおける上りリンク信号の送
信指示を行うか否かについて決定するように構成されていてもよい。
【０２３１】
　 すなわち、第２キャリア上りリンク送信指示部１６ｂは、４タイムフレーム後のタイ
ムフレームにおいて第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａ及び第２キャリア下りリン
ク信号送信部１５ｂが第１キャリアにおける下りリンク信号及び第２キャリアにおける下
りリンク信号の同時送信を行い、かつ、同時通信指示部１４より、ユーザ装置ＵＥとの間
のパスロスが所定の閾値以上であり、複数のキャリアを用いた同時通信を行わないという
決定を受け取っている場合に、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信指示を行わな
いと決定し、それ以外の場合に、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信を行うと決
定してもよい。
【０２３２】
　 また、第２キャリア上りリンク送信指示部１６ｂは、４タイムフレーム後のタイムフ
レームにおいて第１キャリア下りリンク信号送信部１５ａ及び第２キャリア下りリンク信
号送信部１５ｂが第１キャリアにおける下りリンク信号及び第２キャリアにおける下りリ
ンク信号の同時送信を行うか否かとパスロスに加えて、第２キャリアにおける上りリンク
信号の送信電力、送信帯域幅、変調方式、送信周波数、ＭＣＳレベル、所要のＳＩＲの少
なくとも１つに基づいて、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信指示を行うか否か
について決定するように構成されていてもよい。
【０２３３】
　 上りリンク信号受信部１７は、第１キャリア上りリンク信号受信部１７ａと、第２キ
ャリア上りリンク信号受信部１７ｂとを具備している。
【０２３４】
　 第１キャリア上りリンク信号受信部１７ａは、ユーザ装置ＵＥから送信される第１キ
ャリアにおける上りリンク信号を受信するように構成されており、第２キャリア上りリン
ク信号受信部１７ｂは、第２キャリアにおける上りリンク信号を受信するように構成され
ている。
【０２３５】
　 メジャメント指示部１８は、ユーザ装置ＵＥに対して、測定処理（Ｍｅａｓｕｒｅｍ
ｅｎｔ）を行うキャリアを指示するように構成されている。ここで、測定処理（Ｍｅａｓ
ｕｒｅｍｅｎｔ）とは、例えば、下りリンクのリファレンス信号の受信電力を測定する処
理であってもよい。
【０２３６】
　 ここで、下りリンクのリファレンス信号の受信電力は、ＲＳＲＰ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃ
ｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｐｏｗｅｒ）と呼ばれてもよい。また、前記測定
処理には、同期信号を用いて、下りリンクのセルを検出するセルサーチの処理が含まれて
いてもよい。
【０２３７】
　 また、前記測定処理において、前記ＲＳＲＰに加えて、ＲＳＲＱ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃ
ｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｑｕａｌｉｔｙ）やＳＩＲ、ＣＱＩが測定されて
もよい。
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【０２３８】
　ここで、ＲＳＲＱ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｑｕａｌ
ｉｔｙ）とは、下りリンクの参照信号の受信電力を、下りリンクのＲＳＳＩ（Ｒｅｃｅｉ
ｖｅｄ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｓｔｒｅｎｇｔｈ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）で割った値である。
【０２３９】
　 ここで、ＲＳＳＩとは、移動局において観測されるトータルの受信レベルであり、熱
雑音や他セルからの干渉電力や、自セルからの希望信号の電力等の全てを含んだ受信レベ
ルのことである。
【０２４０】
　 また、ＣＱＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）とは、下り
リンクの無線品質情報である。
【０２４１】
　 ここで、メジャメント指示部１８は、ユーザ装置に対して、第２キャリアにおいて、
測定処理（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）を行うように指示するように構成されていてもよい
。
【０２４２】
　 この場合、第１キャリアと第２キャリアを用いてユーザ装置ＵＥと基地局装置ｅＮＢ
との間で無線通信が行われる場合にも、ユーザ装置は、第２キャリアにおいて、測定処理
（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）を行う。
【０２４３】
　 また、例えば、メジャメント指示部１８は、ユーザ装置ＵＥと基地局装置ｅＮＢとの
間のパスロスに基づいて、第２キャリアにおいて測定処理（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）を
行うように指示するように構成されていてもよい。
【０２４４】
　 すなわち、メジャメント指示部１８は、前記パスロスが所定の閾値以上である場合に
、ユーザ装置に対して、第２キャリアにおいて測定処理（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）を行
うように指示し、それ以外の場合に、ユーザ装置に対して、第１キャリアにおいて、ある
いは、第１キャリアと第２キャリアの両方において測定処理（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）
を行うように指示してもよい。
【０２４５】
　 なお、上述した例においては、パスロスに基づいて、メジャメントを行うキャリアが
決定されたが、代わりに、上りリンクの信号の送信電力、送信帯域幅、変調方式、送信周
波数ＭＣＳレベル、所要のＳＩＲの少なくとも１つに基づいて、メジャメントを行うキャ
リアが決定されてもよい。
【０２４６】
　さらに、例えば、メジャメント指示部１８は、第１キャリア及び第２キャリアの同時通
信を行うことができるユーザ装置ＵＥ（すなわち、「Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔ
ｉｏｎ」の「Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ（能力）」を有するユーザ装置ＵＥ）に対して、第２
キャリアにおいてメジャメントを行うように指示するように構成されており、第１キャリ
ア及び第２キャリアの同時通信を行うことができないユーザ装置ＵＥ（すなわち、「Ｃａ
ｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ」の「Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ（能力）」を持たない
ユーザ装置ＵＥ）に対して、第１キャリアにおいてメジャメントを行うように指示
するように構成されていてもよい。
【０２４７】
　 また、メジャメント指示部１８は、ユーザ装置に対して、第１キャリアと第２キャリ
アの両方において、測定処理（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）を行うように指示するように構
成されていてもよい。この場合、後述するように、ユーザ装置ＵＥにおいて、第２キャリ
アの上りリンクの信号の影響を受けないように、第１キャリアのＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ
が行われる。
【０２４８】
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　 図３に示すように、本実施形態に係るユーザ装置ＵＥは、制御信号受信部２１と、測
定報告送信部２２Ａと、測定部２２Ｂと、制御信号送信部２３と、上りリンク信号送信部
２４と、下りリンク信号受信部２５とを具備している。
【０２４９】
　 制御信号受信部２１は、基地局装置ｅＮＢによって送信された下りリンクの制御チャ
ネル信号（ＰＤＣＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ）を受信するように構成されている。
【０２５０】
　 ここで、下りリンクの制御チャネル信号には、上りリンクの送信を指示する下りリン
クの制御信号や下りリンクの送信を通知する下りリンクの制御信号が含まれる。前記上り
リンクの送信を指示する下りリンクの制御信号は、上りリンク信号送信部２４に通知され
る。また、前記下りリンクの送信を通知する下りリンクの制御信号は、下りリンク信号受
信部２５に通知される。
【０２５１】
　 測定部２２Ｂは、第１キャリア及び第２キャリアにおける測定処理（Ｍｅａｓｕｒｅ
ｍｅｎｔやＣＱＩ測定）を行うように構成されている。
【０２５２】
　 まず、Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔに関して説明を行う。ここで、Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎ
ｔとは、下りリンクのリファレンス信号の受信電力（ＲＳＲＰ）の測定やＲＳＲＱの測定
、ＳＩＲの測定等を指す。前記ＲＳＲＰやＲＳＲＱは、ハンドオーバを行うべきか否かの
判定に用いられてもよい。また、前記Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔには、セルを検出するため
のセルサーチの処理が含まれてもよい。
【０２５３】
　例えば、測定部２２Ｂは、基地局装置ｅＮＢにおけるメジャメント指示部１８から、第
２キャリアのＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔのみを指定されている場合には、任意のタイミング
で、第２キャリアのＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔを行ってもよい。この場合、第１キャリアと
第２キャリアを用いてユーザ装置ＵＥと基地局装置ｅＮＢとの間で無線通信が行われる場
合にも、Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔは、第２キャリアでのみ行われる。ここで、基地局装置
ｅＮＢからのメジャメントの指示は、例えば、下りリンク信号受信部２５経由で、測定部
２２Ｂに通知されてもよい。また、前記メジャメントの指示は、ＲＲＣメッセージや報知
チャネルに含まれる情報の一部として通知されてもよい。
【０２５４】
　 また、例えば、測定部２２Ｂは、基地局装置ｅＮＢから、第１キャリアのＭｅａｓｕ
ｒｅｍｅｎｔと第２キャリアのＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔを指示されている場合に、第２キ
ャリアのＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔに関しては、任意のタイミングでＭｅａｓｕｒｅｍｅｎ
ｔを行い、第１キャリアのＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔに関しては、第２キャリアにおける上
りリンク信号が送信されていないタイミングにおいてのみＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔを行っ
てもよい。前記タイミングは、タイムフレームやサブフレームであってもよい。
【０２５５】
　 或いは、例えば、測定部２２Ｂは、基地局装置ｅＮＢから、第１キャリアのＭｅａｓ
ｕｒｅｍｅｎｔ及び第２キャリアのＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔを指示されている場合に、第
２キャリアのＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔに関しては、任意のタイミングでＭｅａｓｕｒｅｍ
ｅｎｔを行い、第１キャリアのＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔに関しては、ユーザ装置ＵＥと基
地局装置ｅＮＢとの間のパスロスが所定閾値以上である場合に、第２キャリアにおける上
りリンク信号が送信されていないタイミングにおいてのみＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔを行い
、ユーザ装置ＵＥと基地局装置ｅＮＢとの間のパスロスが所定閾値未満である場合に、任
意のタイミングでＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔを行うという動作を行ってもよい。前記タイミ
ングは、タイムフレームやサブフレームであってもよい。
【０２５６】
　測定部２２ＢにおけるＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔの測定結果、例えば、ＲＳＲＰやＲＳＲ
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Ｑ等は、測定報告送信部２２Ａに送られる。
【０２５７】
　 測定報告送信部２２Ａは、測定部２２ＢにおけるＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔの測定結果
（ＲＳＲＰやＲＳＲＱ等）を含む測定報告「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ」を
送信するように構成されている。
【０２５８】
　 また、前記Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔは、実際には、上りリンク信号送
信部２４経由で基地局装置ｅＮＢに送信されてもよい。
【０２５９】
　 次に、ＣＱＩ測定に関して説明を行う。ここで、ＣＱＩは、Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａ
ｔｅ　ＩｎｄｉｃａｔｏｒあるいはＣｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎ（ＣＳＩ）と呼ばれてもよい。また、ＣＳＩは、ＣＱＩやＲａｎｋ　Ｉｎｄｉｃａｔｏ
ｒ（ＲＩ）、Ｐｒｅ-ｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　ＩｎｄｉｃａｔｏｒあるいはＰｒｅ-
ｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（ＰＭＩ）等を含んだ情報であっ
てもよい。
【０２６０】
　 一般に、ＣＱＩは、下りリンクのＬｉｎｋ　Ａｄａｐｔａｔｉｏｎに用いられるため
、第１キャリアと第２キャリアを用いてユーザ装置ＵＥと基地局装置ｅＮＢとの間で無線
通信が行われる場合には、第１キャリアと第２キャリアの両方において、ＣＱＩの測定が
行われる。
【０２６１】
　 この場合、測定部２２Ｂは、第２キャリアのＣＱＩ測定に関しては、任意のタイミン
グでＣＱＩ測定を行い、第１キャリアのＣＱＩ測定に関しては、第２キャリアにおける上
りリンク信号が送信されていないタイミングにおいてのみＣＱＩ測定を行ってもよい。前
記タイミングは、タイムフレームやサブフレームであってもよい。
【０２６２】
　 或いは、例えば測定部２２Ｂは、第２キャリアのＣＱＩ測定に関しては、任意のタイ
ミングでＣＱＩ測定を行い、第１キャリアのＣＱＩ測定に関しては、ユーザ装置ＵＥと基
地局装置ｅＮＢとの間のパスロスが所定の閾値以上である場合に、第２キャリアにおける
上りリンク信号が送信されていないタイミングにおいてのみＣＱＩ測定を行い、ユーザ装
置ＵＥと基地局装置ｅＮＢとの間のパスロスが所定の閾値未満である場合に、任意のタイ
ミングにおいてＣＱＩ測定を行うという処理を行ってもよい。前記タイミングは、タイム
フレームやサブフレームであってもよい。尚、前記CQIの測定は、CQI測定用のリファレン
ス信号によって行われてもよい。
【０２６３】
　測定部２２ＢにおけるＣＱＩの測定結果は、測定報告送信部２２Ａに送られる。
【０２６４】
　測定報告送信部２２Ａは、測定部２２ＢにおけるＣＱＩの測定結果を送信するように構
成されている。なお、前記ＣＱＩの測定結果は、実際には、上りリンク信号送信部２４経
由で基地局装置ｅＮＢに送信されてもよい。この場合、前記ＣＱＩは、上りリンクの制御
チャネル信号（ＰＵＣＣＨ）にマッピングされてもよいし、上りリンクの共有チャネル信
号（ＰＵＳＣＨ）にマッピングされてもよい。
【０２６５】
　　制御信号送信部２３は、基地局装置ｅＮＢに対して、ユーザ装置ＵＥの「Ｃａｐａｂ
ｉｌｉｔｙ（能力）」を通知する上述の制御信号を送信するように構成されている。尚、
上述の制御信号の詳細は、制御信号受信部１３の説明と同一であるため省略する。
【０２６６】
　上りリンク信号送信部２４は、第１キャリア上りリンク信号送信部２４ａと、第２キャ
リア上りリンク信号送信部２４ｂとを具備している。
【０２６７】
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　第１キャリア上りリンク信号送信部２４ａは、制御信号受信部２１によって受信された
制御信号、すなわち、上りリンクの送信を指示する下りリンクの制御信号に基づいて、第
１キャリアにおける上りリンク信号を送信するように構成されている。
【０２６８】
　また、第２キャリア上りリンク信号送信部２４ｂは、制御信号受信部２１によって受信
された制御信号、すなわち、上りリンクの送信を指示する下りリンクの制御信号に基づい
て、第２キャリアにおける上りリンク信号を送信するように構成されている。
【０２６９】
　下りリンク信号受信部２５は、第１キャリア下りリンク信号受信部２５ａと、第２キャ
リア下りリンク信号受信部２５ｂとを具備している。
【０２７０】
　第１キャリア下りリンク信号受信部２５ａは、制御信号受信部２１によって受信された
制御信号、すなわち、下りリンクの送信を通知する下りリンクの制御信号に基づいて、第
１キャリアにおける下りリンク信号を受信するように構成されている。
【０２７１】
　また、第２キャリア下りリンク信号受信部２５ｂは、制御信号受信部２１によって受信
された制御信号、すなわち、下りリンクの送信を通知する下りリンクの制御信号に基づい
て、第２キャリアにおける下りリンク信号を受信するように構成されている。
【０２７２】
　（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作）
　以下、図４を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作につい
て説明する。
【０２７３】
　図４に示すように、ステップＳ１００１において、ユーザ装置ＵＥが、基地局装置ｅＮ
Ｂに対して、ユーザ装置ＵＥの「Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ」や、同時に通信可能なキャリア
の情報や、同時に通信可能なキャリアの中で上りリンク信号の送信が可能なキャリアの情
報を含む制御信号を送信する。
【０２７４】
　ステップＳ１００２において、基地局装置ｅＮＢは、受信した制御信号に基づいて、上
述した方法で、上りリンク及び下りリンクにおいて、スケジューリング処理を行う。ここ
で、前記スケジューリング処理とは、下りリンク信号送信部１５または上りリンク送信指
示部１６における処理に対応する。
【０２７５】
　ステップＳ１００３において、基地局装置ｅＮＢは、ユーザ装置ＵＥに対して、かかる
スケジューリング結果を含む制御信号を送信する。
【０２７６】
　スケジューリング対象のユーザ装置ＵＥは、かかる制御信号に基づいて、上りリンク信
号の送信或いは下りリンク信号の受信を行う。
【０２７７】
　なお、上述のステップＳ１００２、Ｓ１００３において、上述した処理の代わりに、ス
テップＳ１００２において、基地局装置ｅＮＢは、受信した制御信号に基づいて、上述し
た方法でアンカーキャリアを設定し、ステップＳ１００３において、基地局装置ｅＮＢは
、決定された前記アンカーキャリアを、ユーザ装置ＵＥに対して通知してもよい。
【０２７８】
　ここで、前記アンカーキャリアの通知は、物理レイヤでの通知であってもよいし、ＭＡ
Ｃレイヤでの通知であってもよいし、ＲＲＣレイヤでの通知であってもよい。ＭＡＣレイ
ヤでの通知が行われる場合には、ＭＡＣ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｅｌｅｍｅｍｎｔを用いて、
前記アンカーキャリアの通知が行われてもよい。
【０２７９】
　或いは、上述のステップＳ１００２、Ｓ１００３において、上述した処理の代わりに、
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ステップＳ１００２において、基地局装置ｅＮＢは、受信した制御信号に基づいて、上述
した方法で下りリンク信号のための無線リソースを割り当て、ステップＳ１００３におい
て、基地局装置ｅＮＢは、決定された前記下りリンク信号のための無線リソースを、ユー
ザ装置ＵＥに対して通知してもよい。
【０２８０】
　ここで、前記通知は、物理レイヤでの通知であってもよいし、ＭＡＣレイヤでの通知で
あってもよいし、ＲＲＣレイヤでの通知であってもよい。前記下りリンク信号のための無
線リソースの割り当て処理は、下りリンクリソース割り当て部１１における処理に対応す
る。
【０２８１】
　或いは、上述のステップＳ１００２、Ｓ１００３において、上述した処理の代わりに、
ステップＳ１００２において、基地局装置ｅＮＢは、受信した制御信号に基づいて、上述
した方法で上りリンク信号のための無線リソースを割り当て、ステップＳ１００３におい
て、基地局装置ｅＮＢは、決定された前記上りリンク信号のための無線リソースを、ユー
ザ装置ＵＥに対して通知してもよい。
【０２８２】
　ここで、前記通知は、物理レイヤでの通知であってもよいし、ＭＡＣレイヤでの通知で
あってもよいし、ＲＲＣレイヤでの通知であってもよい。前記上りリンク信号のための無
線リソースの割り当て処理は、上りリンクリソース割り当て部１２における処理に対応す
る。
【０２８３】
　或いは、上述のステップＳ１００２、Ｓ１００３において、上述した処理の代わりに、
ステップＳ１００２において、基地局装置ｅＮＢは、受信した制御信号に基づいて、上述
した方法でメジャメントを行うキャリアを決定し、ステップＳ１００３において、基地局
装置ｅＮＢは、決定されたキャリアでのメジャメントを指示する信号を、ユーザ装置ＵＥ
に対して通知してもよい。
【０２８４】
　ここで、前記通知は、物理レイヤでの通知であってもよいし、ＭＡＣレイヤでの通知で
あってもよいし、ＲＲＣレイヤでの通知であってもよい。前記メジャメントを行うキャリ
アの決定処理は、メジャメント指示部１８における処理に対応する。
【０２８５】
　また、ステップＳ１００１における上記制御信号は、ユーザ装置ＵＥから基地局装置eN
Bに直接、通知される代わりに、いったん、ユーザ装置UEから上位ノードに通知され、前
記上位ノードから基地局装置eNBに通知されてもよい。前記上位ノードは、MME（Mobility
 Management Entity）であってもよい。
【０２８６】
　以下、図１１を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作につ
いて説明する。
【０２８７】
　図１１に示すように、ステップＳ１０１において、第２キャリアにおいて上りリンク信
号が送信されるか否かを判定する。
【０２８８】
　第２キャリアにおいて上りリンク信号が送信される場合（ステップＳ１０１：ＹＥＳ）
、ステップＳ１０２において、第１キャリアにおいて下りリンク信号の送信を行わない。
【０２８９】
　一方、第２キャリアにおいて上りリンク信号が送信されない場合（ステップＳ１０１：
ＮＯ）、ステップＳ１０３において、第１キャリアにおいて下りリンク信号の送信を行う
。
【０２９０】
　この場合、第１キャリアにおいて下りリンク信号が送信されるタイムフレームにおいて
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、第２キャリアの上りリンク信号が送信されないため、第２キャリアの上りリンク信号に
よる、下りリンク信号の受信特性の劣化を回避することが可能となる。
【０２９１】
　以下、図１２を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作につ
いて説明する。
【０２９２】
　図１２に示すように、ステップＳ２０１において、４サブフレーム後に第１キャリアに
おいて下りリンク信号が送信されるか否かを判定する。
【０２９３】
　４サブフレーム後に第１キャリアにおいて下りリンク信号が送信される場合（ステップ
Ｓ２０１：ＹＥＳ）、ステップＳ２０２において、第２キャリアにおける上りリンク信号
の送信指示を行わない。この場合、４サブフレーム後において、第２キャリアにおける上
りリンク信号の送信は行われない。
【０２９４】
　一方、４サブフレーム後に第１キャリアにおいて下りリンク信号が送信されない場合（
ステップＳ２０１：ＮＯ）、ステップＳ２０３において、第２キャリアにおける上りリン
ク信号の送信指示を行う。
【０２９５】
　この場合、第１キャリアにおいて下りリンク信号が送信されるタイムフレームにおいて
、第２キャリアの上りリンク信号が送信されないため、第２キャリアの上りリンク信号に
よる、第１キャリアの下りリンク信号の受信特性の劣化を回避することが可能となる。以
下、図１３を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作について
説明する。
【０２９６】
　図１３に示すように、ステップＳ３０１において、第２キャリアにおいて上りリンク信
号が送信されるか否かを判定する。
【０２９７】
　第２キャリアにおいて上りリンク信号が送信される場合（ステップＳ３０１：ＹＥＳ）
、ステップＳ３０２において、パスロスが所定の閾値以上であるか否かを判定する。
【０２９８】
　パスロスが所定の閾値以上である場合（ステップＳ３０２：ＹＥＳ）、ステップＳ３０
３において、第１キャリアにおいて下りリンク信号の送信を行わない。
【０２９９】
　一方、第２キャリアにおいて上りリンク信号が送信されない場合（ステップＳ３０１：
ＮＯ）、または、パスロスが所定の閾値以上でない場合（ステップＳ３０２：ＮＯ）、ス
テップＳ３０４において、第１キャリアにおいて下りリンク信号の送信を行う。
【０３００】
　この場合、第１キャリアにおいて下りリンク信号が送信されるタイムフレームにおいて
、第２キャリアの上りリンク信号が送信されないため、あるいは、第２キャリアの上りリ
ンク信号が送信されたとしても、パスロスが小さく、その送信電力が小さいため、第２キ
ャリアの上りリンク信号による、第１キャリアの下りリンク信号の受信特性の劣化を回避
することが可能となる。
【０３０１】
　尚、上述した例においては、第２キャリアの上りリンク信号が送信されるか否かと、パ
スロスに基づいて、第１キャリアにおいて下りリンク信号の送信を行うか否かの判定を行
ったが、代わりに、第２キャリアの上りリンク信号が送信されるか否かと、上りリンク信
号の送信電力や送信帯域幅、変調方式、ＭＣＳレベル、所要のＳＩＲ等に基づいて、第１
キャリアにおいて下りリンク信号の送信を行うか否かの判定を行ってもよい。以下、図１
４を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作について説明する
。
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【０３０２】
　図１４に示すように、ステップＳ４０１において、４サブフレーム後に第１キャリアに
おいて下りリンク信号が送信されるか否かを判定する。
【０３０３】
　４サブフレーム後に第１キャリアにおいて下りリンク信号が送信される場合（ステップ
Ｓ４０１：ＹＥＳ）、ステップＳ４０２において、パスロスが所定の閾値以上であるか否
かを判定する。
【０３０４】
　パスロスが所定の閾値以上である場合（ステップＳ４０２：ＹＥＳ）、ステップＳ４０
３において、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信指示を行わない。
【０３０５】
　一方、４サブフレーム後に第１キャリアにおいて下りリンク信号が送信されない場合（
ステップＳ４０１：ＮＯ）、または、パスロスが所定の閾値以上でない場合（ステップＳ
４０２：ＮＯ）、ステップＳ４０４において、第２キャリアにおける上りリンク信号の送
信指示を行う。
【０３０６】
　この場合、第１キャリアにおいて下りリンク信号が送信されるタイムフレームにおいて
、第２キャリアの上りリンク信号が送信されないため、あるいは、第２キャリアの上りリ
ンク信号が送信されたとしても、パスロスが小さく、その送信電力が小さいため、第２キ
ャリアの上りリンク信号による、第１キャリアの下りリンク信号の受信特性の劣化を回避
することが可能となる。
【０３０７】
　なお、上述した例においては、４サブフレーム後に第１キャリアの下りリンク信号が送
信されるか否かと、パスロスに基づいて、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信指
示を行うか否かの判定を行ったが、代わりに、４サブフレーム後に第１キャリアの下りリ
ンク信号が送信されるか否かと、上りリンク信号の送信電力や送信帯域幅、変調方式、Ｍ
ＣＳレベル、所要のＳＩＲ等に基づいて、第２キャリアにおける上りリンク信号の送信指
示を行うか否かの判定を行ってもよい。以下、図１５を参照して、本発明の第１の実施形
態に係る移動通信システムの動作について説明する。
【０３０８】
　図１５に示すように、ステップＳ５０１において、パスロスが所定の閾値以上であるか
否かを判定する。
【０３０９】
　パスロスが所定の閾値以上である場合（ステップＳ５０１：ＹＥＳ）、ステップＳ５０
２において、第２キャリアにおいて下りリンク信号の無線リソースを割り当てる。
【０３１０】
　一方、パスロスが所定の閾値以上でない場合（ステップＳ５０１：ＮＯ）、ステップＳ
５０３において、第１キャリアにおいて下りリンク信号の無線リソースを割り当てる。
【０３１１】
　この場合、ＰＨＩＣＨやＰＤＣＣＨ等の下りリンク信号が、第２キャリアの上りリンク
信号から干渉を受けないため、その受信特性の劣化を回避することが可能となる。
【０３１２】
　なお、上述した例においては、パスロスに基づいて、下りリンク信号の無線リソースを
割り当てるキャリアの選択を行ったが、代わりに、上りリンク信号の送信電力や送信帯域
幅、変調方式、ＭＣＳレベル、所要のＳＩＲ等に基づいて、下りリンク信号の無線リソー
スを割り当てるキャリアの選択を行ってもよい。
【０３１３】
　以下、図１６を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作につ
いて説明する。
【０３１４】
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　図１６に示すように、ステップＳ６０１において、パスロスが所定の閾値以上であるか
否かを判定する。
【０３１５】
　パスロスが所定の閾値以上である場合（ステップＳ６０１：ＹＥＳ）、ステップＳ６０
２において、第１キャリアにおいて上りリンク信号の無線リソースを割り当てる。
【０３１６】
　一方、パスロスが所定の閾値以上でない場合（ステップＳ６０１：ＮＯ）、ステップＳ
６０３において、第２キャリアにおいて上りリンク信号の無線リソースを割り当てる。
【０３１７】
　この場合、ＰＵＣＣＨやＰＲＡＣＨ、サウンディング用のリファレンス信号等の上りリ
ンク信号が、第１キャリアの下りリンク信号に対して干渉を与えないため、その下りリン
ク信号の受信特性の劣化を回避することが可能となる。
【０３１８】
　なお、上述した例においては、パスロスに基づいて、上りリンク信号の無線リソースを
割り当てるキャリアの選択を行ったが、代わりに、上りリンク信号の送信電力や送信帯域
幅、変調方式、ＭＣＳレベル、所要のＳＩＲ等に基づいて、上りリンク信号の無線リソー
スを割り当てるキャリアの選択を行ってもよい。
【０３１９】
　以下、図１７を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作につ
いて説明する。
【０３２０】
　図１７に示すように、ステップＳ７０１において、ユーザ装置ＵＥがＣａｒｒｉｅｒ　
ＡｇｇｒｅｇａｔｉｏｎのＣａｐａｂｉｌｉｔｙを有するか否かを判定する。
【０３２１】
　ユーザ装置ＵＥがＣａｒｒｉｅｒ　ＡｇｇｒｅｇａｔｉｏｎのＣａｐａｂｉｌｉｔｙを
有する場合（ステップＳ７０１：ＹＥＳ）、ステップＳ７０２において、第２キャリアに
おいて下りリンク信号の無線リソースを割り当てる。
【０３２２】
　一方、ユーザ装置ＵＥがＣａｒｒｉｅｒ　ＡｇｇｒｅｇａｔｉｏｎのＣａｐａｂｉｌｉ
ｔｙを持たない場合（ステップＳ７０１：ＮＯ）、ステップＳ７０３において、第１キャ
リアにおいて下りリンク信号の無線リソースを割り当てる。
【０３２３】
　この場合、Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎを持つ／持たないに応じて、下り
リンク信号の無線リソースの分散化を行い、かつ、ＰＨＩＣＨやＰＤＣＣＨ等の下りリン
ク信号が、第２キャリアの上りリンク信号から干渉を受けないようにすることが可能とな
る。
【０３２４】
　尚、前記例において、ステップS702において、第1キャリアをプライマリキャリアとし
て設定することにより、第1キャリアにおいて下りリンク信号の無線リソースを割り当て
、ステップS703において、第2キャリアを用いて通信を行うように設定することにより、
第２キャリアにおいて下りリンク信号の無線リソースを割り当ててもよい。
【０３２５】
　以下、図１８を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作につ
いて説明する。
【０３２６】
　図１８に示すように、ステップＳ８０１において、ユーザ装置ＵＥがＣａｒｒｉｅｒ　
ＡｇｇｒｅｇａｔｉｏｎのＣａｐａｂｉｌｉｔｙを有するか否かを判定する。
【０３２７】
　ユーザ装置ＵＥがＣａｒｒｉｅｒ　ＡｇｇｒｅｇａｔｉｏｎのＣａｐａｂｉｌｉｔｙを
有する場合（ステップＳ８０１：ＹＥＳ）、ステップＳ８０２において、第１キャリアに
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おいて上りリンク信号の無線リソースを割り当てる。
【０３２８】
　一方、ユーザ装置ＵＥがＣａｒｒｉｅｒ　ＡｇｇｒｅｇａｔｉｏｎのＣａｐａｂｉｌｉ
ｔｙを持たない場合（ステップＳ８０１：ＮＯ）、ステップＳ８０３において、第２キャ
リアにおいて上りリンク信号の無線リソースを割り当てる。
【０３２９】
　この場合、Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎを持つ／持たないに応じて、上り
リンク信号の無線リソースの分散化を行い、かつ、ＰＵＣＣＨやサウンディング用のリフ
ァレンス信号等の上りリンク信号が、第１キャリアの下りリンク信号に対して干渉を与え
ないようにすることが可能となる。
【０３３０】
　 尚、前記例において、ステップS802において、第1キャリアをプライマリキャリアとし
て設定することにより、第1キャリアにおいて上りリンク信号の無線リソースを割り当て
、ステップS803において、第2キャリアを用いて通信を行うように設定することにより、
第２キャリアにおいて上りリンク信号の無線リソースを割り当ててもよい。
【０３３１】
　以下、図１９を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作につ
いて説明する。
【０３３２】
　図１９に示すように、ステップＳ９０１において、第２キャリアにおいて上りリンク信
号が送信されるか否かを判定する。
【０３３３】
　第２キャリアにおいて上りリンク信号が送信される場合（ステップＳ９０１：ＹＥＳ）
、ステップＳ９０２において、第１キャリアにおいて測定を行わない。ここで、前記測定
とは、ＣＱＩの測定であってもよいし、ＲＳＲＰやＲＳＲＱ等のＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ
であってもよい。
【０３３４】
　一方、第２キャリアにおいて上りリンク信号が送信されない場合（ステップＳ９０１：
ＮＯ）、ステップＳ９０３において、第１キャリアにおいて測定を行う。
【０３３５】
　この場合、第２キャリアの上りリンク信号が送信されないタイミングにおいて、第１キ
ャリアの測定を行うため、適切に第１キャリアの測定を行うことが可能となる。
【０３３６】
　以下、図２０を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作につ
いて説明する。
【０３３７】
　図２０に示すように、ステップＳ１１０１において、ユーザ装置ＵＥがＣａｒｒｉｅｒ
　ＡｇｇｒｅｇａｔｉｏｎのＣａｐａｂｉｌｉｔｙを有するか否かを判定する。
【０３３８】
　ユーザ装置ＵＥがＣａｒｒｉｅｒ　ＡｇｇｒｅｇａｔｉｏｎのＣａｐａｂｉｌｉｔｙを
有する場合（ステップＳ１１０１：ＹＥＳ）、ステップＳ１１０２において、基地局装置
ｅＮＢは、ユーザ装置ＵＥに対して、第２キャリアにおけるメジャメントを指示する。こ
こで、前記測定とは、ＲＳＲＰやＲＳＲＱ等のＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔであってもよい。
【０３３９】
　一方、ユーザ装置ＵＥがＣａｒｒｉｅｒ　ＡｇｇｒｅｇａｔｉｏｎのＣａｐａｂｉｌｉ
ｔｙを持たない場合（ステップＳ１１０１：ＮＯ）、ステップＳ１１０３において、基地
局装置ｅＮＢは、ユーザ装置ＵＥに対して、第１キャリアにおけるメジャメントを指示す
る。あるいは、基地局装置ｅＮＢは、ユーザ装置ＵＥに対して、第１キャリアと第２キャ
リアの両方におけるメジャメントを指示する。
【０３４０】
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　この場合、第２キャリアの上りリンク信号による影響を受けないようにメジャメントを
指示することが可能となり、適切にメジャメントを行うことが可能となる。
【０３４１】
　（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの作用・効果）
　本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムによれば、マルチキャリア伝送を行う
場合に、下りリンク信号の劣化を低減することができる。
【０３４２】
　以上に述べた本実施形態の特徴は、以下のように表現されていてもよい。
【０３４３】
　本実施形態の第１の特徴は、移動通信システム内で、複数のキャリアを用いて、ユーザ
装置ＵＥと無線通信する基地局装置ｅＮＢであって、ユーザ装置ＵＥに対して、複数のキ
ャリアを用いた同時通信を行うように指示するように構成されている同時通信指示部１４
を具備し、同時通信指示部１４は、ユーザ装置ＵＥとの間のパスロス、下りリンクの無線
品質、下りリンクのチャネル状態情報の少なくとも１つに基づいて、複数のキャリアを用
いた同時通信を行うように指示するか否かについて決定するように構成されていることを
要旨とする。
【０３４４】
　本実施形態の第１の特徴において、パスロス、下りリンクの無線品質、下りリンクのチ
ャネル状態情報は、ユーザ装置ＵＥより通知されてもよい。
【０３４５】
　本実施形態の第１の特徴において、下りリンクの無線品質は、下りリンクのリファレン
ス信号の受信レベル、下りリンクのリファレンス信号のＳＩＲ、Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａ
ｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒの少なくとも１つであってもよい。
【０３４６】
　本実施形態の第１の特徴において、同時通信指示部１４は、各キャリアのパスロスの差
分に基づいて、複数のキャリアを用いた同時通信を行うように指示するか否かについて決
定するように構成されていてもよい。
【０３４７】
　本実施形態の第２の特徴は、移動通信システム内で、複数のキャリアを用いて、ユーザ
装置ＵＥと基地局装置ｅＮＢとの間で無線通信を行う移動通信方法であって、ユーザ装置
ＵＥに対して、複数のキャリアを用いた同時通信を行うように指示する工程を有し、かか
る工程において、ユーザ装置ＵＥとの間のパスロス、下りリンクの無線品質、下りリンク
のチャネル状態情報の少なくとも１つに基づいて、複数のキャリアを用いた同時通信を行
うように指示するか否かについて決定することを要旨とする。
【０３４８】
　なお、上述の基地局装置ｅＮＢ及びユーザ装置ＵＥの動作は、ハードウェアによって実
施されてもよいし、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールによって実施
されてもよいし、両者の組み合わせによって実施されてもよい。
【０３４９】
　ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）や
、フラッシュメモリや、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）や、ＥＰＲＯＭ（
Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）や、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔ
ｒｏｎｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）
や、レジスタや、ハードディスクや、リムーバブルディスクや、ＣＤ-ＲＯＭといった任
意形式の記憶媒体内に設けられていてもよい。
【０３５０】
　かかる記憶媒体は、プロセッサが当該記憶媒体に情報を読み書きできるように、当該プ
ロセッサに接続されている。また、かかる記憶媒体は、プロセッサに集積されていてもよ
い。また、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ＡＳＩＣ内に設けられていてもよい。かか
るＡＳＩＣは、基地局装置ｅＮＢ及びユーザ装置ＵＥ内に設けられていてもよい。また、
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かかる記憶媒体及びプロセッサは、ディスクリートコンポーネントとして基地局装置ｅＮ
Ｂ及びユーザ装置ＵＥ内に設けられていてもよい。
【０３５１】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。従って、本明細書の記載は、例示
説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
従って、本明細書の記載は、例示説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限
的な意味を有するものではない。
【産業上の利用可能性】
【０３５２】
　以上説明したように、本発明によれば、マルチキャリア伝送を行う場合に、下りリンク
信号の劣化を低減することのできる基地局装置及び移動通信方法を提供することができる
。

【図１】 【図２】



(40) JP 5444367 B2 2014.3.19

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(41) JP 5444367 B2 2014.3.19

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】



(42) JP 5444367 B2 2014.3.19

【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】

【図１９】

【図２０】



(43) JP 5444367 B2 2014.3.19

10

フロントページの続き

(72)発明者  石井　啓之
            東京都千代田区永田町二丁目１１番１号　株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ内
(72)発明者  梅田　大將
            東京都千代田区永田町二丁目１１番１号　株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ内
(72)発明者  岡田　隆
            東京都千代田区永田町二丁目１１番１号　株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ内

    審査官  ▲高▼橋　真之

(56)参考文献  国際公開第２００７／０２９４０６（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開平１１－０４１６４９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－３１８６９０（ＪＰ，Ａ）　　　
              Qualcomm Europe，DC-HSUPA Working Assumptions，3GPP TSG-RAN WG1 #56bis, R1-091598，２
              ００９年　３月２７日

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｗ　　　４／００－９９／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

